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会
員
の
皆
様
、
同
窓
会
活
動
に
深
い
御
理

解
と
御
協
力
を
頂
き
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

本
年
の
8
月
の
同
窓
会
総
会
で
丸
3
期
6

年
間
、
同
窓
会
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
10
年
間
副
会
長
と
合
わ
せ
ま
す

と
16
年
間
も
の
長
き
に
わ
た
り
同
窓
会
と
関

わ
り
を
持
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
の
総

会
で
次
世
代
の
若
い
メ
ン
バ
ー
に
後
を
託
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
長
在
任
中
に
、
同
期
の
役
員
に
は
大
き

な
手
助
け
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
深

く
深
く
感
謝
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
同
窓
会
と
は
微
力
な
が
ら
何
か
と
関

わ
り
は
続
い
て
行
く
と
思
い
ま
す
の
で
、
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
同
窓
会
は
実
行
委
員
長
の

佐
藤
誉
博
さ
ん
を
は
じ
め
43
期
の
皆
さ
ん
に
、

「
そ
う
、
こ
れ
が
北
高
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
で
、
北
高
同
窓
会
及
び
懇
親
会
の
お

手
伝
い
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
い
ざ
と

い
う
時
の
北
高
の
団
結
力
の
強
さ
を
思
い
出

さ
せ
ま
す
。
良
い
会
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

今
年
の
卒
業
生
も
非
常
に
頑
張
っ
て
、
現

役
で
旭
川
医
大
の
合
格
を
は
じ
め
、
1
0
0

名
を
超
え
る
卒
業
生
が
国
公
立
大
学
に
進
学

し
ま
し
た
。
本
当
に
頼
も
し
く
思
い
ま
す
。

我
が
北
高
は
文
武
両
道
の
学
校
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
年
の

野
球
部
は
3
度
目
の
甲
子
園
を
ね
ら
え
る
く

ら
い
、
良
い
選
手
が
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
し
、
春
季
大
会
の
旭
川
地
区
予
選
で
は
準

決
勝
で
延
長
の
末
敗
れ
ま
し
た
が
夏
の
甲
子

園
の
旭
川
地
区
予
選
は
シ
ー
ド
枠
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
3
度
目
の
甲
子
園
へ
出
場

で
き
れ
ば
、
こ
の
上
な
い
喜
び
と
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
本
年
も
4
月
に
新
入
生
の
入

学
式
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨

年
は
女
子
が
各
ク
ラ
ス
7
割
近
く
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
男
子
が
頑
張
っ
た
の
か
約
5
割

と
盛
り
返
さ
れ
て
お
り
、
一
安
心
い
た
し
ま

し
た
。

北
高
同
窓
会
総
会
や
懇
親
会
で
は
、
皆
が

仲
良
く
一
致
団
結
し
た
、
皆
が
一
つ
の
輪
に

な
っ
て
い
た
時
代
を
取
り
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

来
年
2
0
2
0
年
は
、
2
度
目
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
と
な
り
ま
す
が
、
母
校
北

高
も
創
立
80
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ

り
ま
す
。
ま
だ
準
備
委
員
会
も
で
き
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
会
員
の
皆
様
の
御
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
母
校
旭
川
北
高
の
益
々
の
発
展
と

北
高
同
窓
会
の
益
々
の
発
展
な
ら
び
に
会
員

皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨

拶
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
が
一
つ
の
輪
に
な
っ
て

北
海
道
旭
川
北
高
等
学
校
同
窓
会
会
長

尾
　
崎
　
信
　
彦
（
北
高
25
期
）

01

Title:01_ 挨拶 p1_2.indd　p01　2019/08/01/ 木 10:13:35

あ い さ つ そう、これが北高。



令
和
元
年
度
第
54
回
北
海
道
旭
川
北
高
等

学
校
同
窓
会
総
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す

こ
と
を
、
学
校
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
心
よ

り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様

方
に
は
、
日
頃
か
ら
母
校
に
対
す
る
愛
情
あ

ふ
れ
る
ご
支
援
と
叱
咤
激
励
を
い
た
だ
き
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
本
校
に
赴
任
し
今
年
2
年
目
を
迎
え

ま
し
た
が
、
本
校
同
窓
生
が
道
内
外
あ
る
い

は
海
外
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
母
校
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
誇
り
と

愛
着
の
念
に
接
す
る
た
び
に
、
常
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
と

も
同
窓
会
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

皆
様
方
の
後
に
続
く
人
材
を
育
成
し
て
い
く

所
存
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

今
年
度
は
4
月
8
日
の
入
学
式
で
新
入
生

2
5
4
名
を
迎
え
入
れ
、
5
月
末
日
現
在
の

生
徒
在
籍
数
は
、
全
日
制
7
5
4
名
、
定
時

制
47
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
春
卒
業
し
た

生
徒
の
進
路
状
況
は
、
全
日
制
で
は
1
1
9

名
が
現
役
で
の
国
公
立
大
学
合
格
を
果
た
し
、

京
都
大
学
は
6
年
連
続
（
過
年
度
卒
含
）、

東
北
大
学
は
5
年
連
続
、
旭
川
医
科
大
学
医

学
科
も
5
年
連
続
（
過
年
度
卒
含
）
で
合
格

者
を
輩
出
し
、
前
年
度
同
様
大
変
素
晴
ら
し

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
部
活
動
に
つ
い
て

も
今
年
も
加
入
率
は
90
％
以
上
に
達
し
、
5

月
の
高
体
連
支
部
大
会
で
は
、
テ
ニ
ス
部
が

男
子
団
体
と
同
ダ
ブ
ル
ス
で
優
勝
、
山
岳
部

が
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
（
女
子
は
創
立
以
来

初
優
勝
）、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
も
2
年
連
続

の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
、
陸
上
、
剣
道
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

高
文
連
で
は
放
送
局
が
全
道
大
会
出
場
権
を

獲
得
し
ま
し
た
。
定
時
制
で
は
今
春
卒
業
し

た
9
名
の
生
徒
の
う
ち
、
3
名
が
自
衛
隊
、

2
名
が
民
間
企
業
、
1
名
が
専
門
学
校
進
学
、

3
名
が
就
業
中
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
継
続
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
5
月
26
日
に

開
催
さ
れ
た
定
通
体
連
支
部
大
会
に
は
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
と
卓
球
部
が
出
場
し
、
残
念
な

が
ら
全
道
大
会
出
場
権
獲
得
は
卓
球
女
子
個

人
1
名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
出
場
し
た

生
徒
の
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
頑
張
っ
た

姿
は
大
変
立
派
で
し
た
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
校
は
来
年
創
立

80
周
年
の
記
念
の
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
伝
統
と
歴
史
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ

な
が
ら
、
皆
様
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
学

校
づ
く
り
を
全
力
で
推
し
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学
校
長
あ
い
さ
つ

北
海
道
旭
川
北
高
等
学
校
長

山
　
根
　
克
　
文

02

Title:01_ 挨拶 p1_2.indd　p02　2019/08/01/ 木 10:13:35

第54回 旭川北高等学校同窓会
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平成30年

1 月27日 (土) 第 2 回役員会・幹事会・新年会
2 月　　 ノースウィンド発行
2 月28日 (水) 同窓会入会式(全日制・定時制)
3 月 1 日 (木) 卒業式　役員出席
4 月 9 日 (月) 入学式　会長出席
5 月26日 (土) 役員・幹事長会議（ポスター・チケット配付）
6 月16日 (土) 会計監査　第 3 回役員会
7 月 7 ・ 8 日 不参加
8 月11日 (土) 第53回　同窓会総会・懇親会
10月 5 日 (金) 札幌同窓会総会（役員 5 名派遣）

10月27日 (土) 当番期引き継ぎ会議（42期から43期へ）
サンアザレア

12月　　 同窓会入会案内配付

平成31年

1 月26日 (土) 第 2 回役員会・幹事会・新年会
2 月　　 ノースウィンド発行
2 月28日 (木) 同窓会入会式(午前・全日制，夕方・定時制）

役員出席
3 月 1 日 (金) 卒業式    役員出席
4 月 8 日 (月) 入学式    会長出席

令和元年

5 月18日 (土) 各期幹事会（総会ＰＲ・会券・ポスター配布）
当番期担当

6 月 8 日 (土) 会計監査　(第 3 回役員会の前に実施)
第 3 回役員会（総会進行状況等）

7 月 6 ・ 7 日 学校祭協力

8 月10日 (土) 第54回同窓会総会
(当番期 北43期・サブ 北48期)

《今後の予定》

9 月～10月 総会当番期引継式　　
北43期(第54回)　⇒　北44期(第55回)

同　日 第 1 回役員会

9 月 7 日 (土)
東京同窓会総会
(東 京 消 防 庁 ス ク ワ ー ル 麹 町　14:00 ～
16:30)

10月 4 日 (金)
札幌同窓会総会
(ホ テ ル 札 幌 ガ ー デ ン パ レ ス　18:00 ～
20:00)

12月　　 卒業生・保護者へ同窓会入会のご案内・会
費納入依頼

■収入の部 （単位：円）

区　分 予算額 決算額 比較増減 摘　要

1 繰 越 金 856,898 856,898 0

2 同 窓 会 費 1,209,000 1,166,000 ▲43,000

①入 会 金 711,000 690,000 ▲21,000 230名×3,000円

②終 身 会 費 498,000 476,000 ▲22,000 238名×2,000円

3 ホームページ運営管理費 225,000 205,000 ▲20,000 会券売上げ410枚×500円

4 雑 収 入 13 8 ▲5 貯金利子

合　　計 2,290,911 2,227,906 ▲63,005 　

■支出の部 （単位：円）

区　分 予算額 決算額 比較増減 摘　要

1 総 務 費 955,000 795,616 ▲159,384 　

①事 務 費 20,000 10,000 ▲10,000 消耗品費

②会 議 費 200,000 164,200 ▲35,800 役員会、幹事長会等開催費

③通 信 費 35,000 29,840 ▲5,160 切手、はがき、電話

④印 刷 費 20,000 10,000 ▲10,000 会議開催案内状等印刷費

⑤慶 弔 費 30,000 0 ▲30,000 香典、生花、弔電

⑥支 部 活 動 費 130,000 131,000 ▲1,000
札幌支部同窓会出席旅費、
活動助成金

⑦広 報 費 240,000 233,280 ▲6,720
同窓会ホームページ年間
管理・運営費

⑧卒 業 記 念 品 費 220,000 195,172 ▲24,828 卒業生記念品

⑨後 援 会 事 業 費 30,000 0 ▲30,000 学校祭協力費

⑩雑 支 出 30,000 22,124 ▲7,876 振込手数料、雑費

2 文 化 費 340,000 318,920 ▲21,080
ノースウィンド第26号印
刷費、活動費

3 予 備 費 995,911 0 ▲995,911 　

合　　計 2,290,911 1,114,536 ▲1,176,375 　

■支出決算 （単位：円）

収入額 支出額 残　高　

2,227,906 1,114,536 1,113,370 残額1,113,370円は次年度へ繰越

■同窓会資産 （単位：円）

累計額
平成30年度

積立額
平成30年度

支出額
合計累積額 摘　要

8,314,428 241,684 0 8,556,112
積立額（郵便貯金利子＋定期貯金
満期利子）

■同窓会記念事業基金 （単位：円）

累計額
平成30年度

積立額
平成30年度

支出額
合計累積額 摘　要

2,554,591 200,023 100,864 2,653,750
実行委員会より寄付（200,000），郵
便貯金利子（23），財団法人旭川北
高会寄付（100,000）/送金料（864）

■平成30年度特別会計決算書 （単位：円）

収入の部 支出の部 残　金

前年度繰越金 208,514

次年度へ繰越
208,515

第53回総会準備金返還 300,000 第54回総会準備金貸付 300,000

貯金利子 1

　

　

　 　

合計 508,515 合計 300,000

旭川北高同窓会平成30年度一般会計決算書

平成30年度会務報告

会務・会計報告 そう、これが北高。
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第54回 旭川北高等学校同窓会

そう、これが北高。 同窓会規約



第
54
回
旭
川
北
高
同
窓
会
総
会
・
懇

親
会
の
開
催
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
今
年
度
か
ら
札
幌
同
窓
会
の

会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
25
期
の
山

川
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
武
田
前
会
長
、
風
間

前
副
会
長
、
吉
野
前
副
会
長
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
長
い
間
札
幌
同
窓
会
の
た

め
に
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
新
体
制
は
、

会
長
～
山
川
、
副
会
長
～
25
期
・
加
門

清
、
会
計
監
査
～
33
期
・
赤
坂
誠
司
、

事
務
局
～
31
期
・
松
原
幹
昌
と
な
り
ま

し
た
。
各
期
の
幹
事
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
頂
き
な
が
ら
、
札
幌
同
窓
会
の
運

営
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
支
援
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
札
幌
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
は
、
過

去
最
高
の
2
4
3
名
の
参
加
者
と
な
り

ま
し
た
。
幹
事
の
皆
さ
ん
の
声
か
け
の

お
陰
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
、
有
意
義
な
楽
し

い
会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

札
幌
で
働
い
て
、
旭
川
北
高
の
卒
業

生
に
出
会
う
と
、
応
援
団
を
見
つ
け
た

よ
う
な
気
持
に
な
り
、
と
て
も
心
強
く

勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も
生
ま
れ
て

き
ま
す
。
そ
ん
な
経
験
か
ら
、
よ
り
多

く
の
同
窓
生
の
出
会
い
を
作
る
こ
と
が
、

皆
さ
ん
の
プ
ラ
ス
に
な
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
同
期
の
繋
が
り
は
横
の

繋
が
り
で
す
。
こ
れ
は
各
期
、
結
構
強

く
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

に
先
輩
・
後
輩
の
縦
の
繋
が
り
を
ミ
ッ

ク
ス
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
幅
の

あ
る
強
い
頼
れ
る
繋
が
り
が
で
き
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
抽
象
的
な
表

現
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
以
上
に
、
そ

ん
な
繋
が
り
の
あ
る
札
幌
同
窓
会
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
旭
川
北
高

同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
同
窓
生
皆

様
の
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

札
幌
同
窓
会
会
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
川
　
広
行
（
北
高
25
期
）

札
幌
同
窓
会
の
新
体
制

私
は
1
9
7
2
年
に
北
高
を
卒
業
後
、

札
幌
を
経
由
し
て
上
京
し
40
年
に
な
り

ま
す
。
1
9
7
9
年
に
入
社
し
た
企
業

の
研
究
所
に
北
海
道
出
身
者
は
少
な
く
、

北
高
卒
業
生
は
皆
無
で
し
た
。
希
望
に

燃
え
て
就
職
を
し
ま
し
た
が
、
道
産
子

が
熾
烈
な
環
境
の
東
京
で
果
た
し
て
上

手
く
や
っ
て
行
け
る
の
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
東
京

同
窓
会
の
会
員
は
、
多
少
の
条
件
の
違

い
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
殆
ど
の
方
々

が
同
様
な
胸
中
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
多
く
の
先
輩
、
同
期
や
後
輩

の
方
々
と
東
京
同
窓
会
で
お
会
い
す
る

時
、「
皆
、
元
気
に
生
き
延
び
、
今
も

活
躍
し
て
い
る
な
あ
」
と
、
安
堵
、
尊

敬
、
驚
嘆
な
ど
複
雑
な
心
境
が
込
み
上

げ
て
き
ま
す
。
そ
う
、
こ
れ
が
東
京
同

窓
会
の
魅
力
な
ん
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま

す
。
特
に
先
輩
方
と
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
、
こ
れ
ま
で
の
数
々
の
出
来

事
や
課
題
を
、
ど
う
乗
り
越
え
て
き
た

の
か
、
そ
れ
ら
の
経
験
や
ご
苦
労
が
大

変
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
わ
か
り
ま
す
。

東
京
同
窓
会
は
、
そ
れ
ら
を
伝
え
、
繋

げ
る
こ
と
に
よ
り
、
北
高
同
窓
生
が
東

京
で
活
躍
す
る
た
め
の
ハ
ブ
（
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
中
心
）
に
な
る
こ
と
が
任
務

の
一
つ
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
の
9
月
7
日(

土)

に

開
催
す
る
第
19
回
東
京
同
窓
会
＠
東
京

消
防
庁
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町(

四
ツ
谷)

で

は
、
テ
ー
マ
を
「
先
輩
後
輩
の
縦
の
繋

が
り
を
活
性
化
」
と
し
ま
し
た
。
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
縦
繋
が

り
を
新
開
拓
、
拡
充
し
ま
す
。
こ
の
た

め
に
は
若
手
同
窓
生
の
参
加
が
必
須
で

す
の
で
、
20
期
代
後
半
か
ら
30
、
40
期

代
の
新
幹
事
を
発
掘
し
、
東
京
同
窓
会

の
存
在
を
若
手
へ
周
知
す
る
と
共
に
、

参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
東
京
近

郊
だ
け
で
な
く
、
北
海
道
や
他
府
県
な

ど
全
国
の
北
高
同
窓
生
に
集
ま
っ
て
い

た
だ
け
る
と
大
変
嬉
し
い
で
す
。

今
年
度
の
役
員
体
制
は
、
顧
問
・
18

期
山
口
哲
男
、
会
長
・
22
期
柿
林
博
司
、

副
会
長
・
25
期
鈴
木
隆
文
、
幹
事
長
・

22
期
佐
藤
学
、
会
計
部
長
・
22
期
高
田

範
昭
、
事
務
局
・
18
期
石
井
英
郎
、
22

期
井
口
守
、
菅
原
茂
樹
、
石
垣
千
恵
子
、

矢
澤
良
子
、
23
期 

佐
藤
み
き
、
27
期

田
隯
美
香
、
36
期
伊
藤
幸
永
で
す
。
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
の
お
近
く
に
未
だ
東
京
同

窓
会
に
参
加
さ
れ
て
い
な
い
方
が
お
ら

れ
ま
し
た
ら
、
当
方
へ
ご
一
報
頂
き
た

く
、
重
ね
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

東
京
同
窓
会
会
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柿
林
　
博
司
（
北
高
22
期
）

旭
川
を
離
れ
東
京
で
生
き
る
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札幌
支部

東京
支部

札幌・東京から そう、これが北高。



突
然
、
卒
業
生
か
ら
連
絡
が
来
た
。
四
十
五
歳
に

な
り
、
北
高
同
窓
会
の
幹
事
期
だ
と
い
う
。
そ
の
同

窓
会
の
た
め
の
準
備
に
忙
し
い
ら
し
い
。「
ご
苦
労

さ
ん
」
と
他
人
事
に
思
っ
て
い
た
ら
、
今
度
は
原
稿

の
依
頼
だ
。
他
人
事
で
は
な
く
な
っ
た
。

何
を
書
こ
う
か
？
つ
ら
つ
ら
考
え
て
い
た
ら
、
今

回
の
幹
事
期
の
学
年
は
北
高
で
最
初
の
担
任
だ
っ
た
。

思
い
出
す
の
は「
学
校
祭
」。
一
年
の
時
の
合
唱
、「
親

知
ら
ず
子
知
ら
ず
」
に
は
感
動
し
た
。
二
年
の
演
劇
、

舞
台
に
足
場
を
組
ん
だ
の
は
よ
か
っ
た
が
、
練
習
は

な
か
な
か
苦
労
し
た
。
三
年
の
展
示
、「
渥
海
部
屋
」

の
手
彫
り
の
看
板
は
今
で
も
大
切
に
持
っ
て
い
る
。

こ
ん
な
思
い
出
と
と
も
に
生
徒
の
顔
が
浮
か
ん
で
き

た
。
勉
強
や
成
績
の
こ
と
は
と
ん
と
思
い
出
さ
な
い
。

私
に
と
っ
て
北
高
は
、
同
窓
会
の
封
筒
に
印
刷
さ
れ

て
い
る
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
輪
や
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト

ー
ム
の
風
景
と
重
な
る
。
ま
さ
に
「
そ
う
、
こ
れ
が

北
高
。」
だ
。

  

さ
て
、
ご
依
頼
の
「
近
況
」
だ
が
、
年
寄
り
の
近

況
聞
い
て
ど
う
す
る
の
？
と
思
い
つ
つ
、
ご
依
頼
な

の
で
、
書
く
こ
と
に
す
る
。

私
は
現
在
六
十
五
歳
。
旭
川
南
高
で
退
職
し
て
、

一
年
は
南
高
で
三
年
間
は
東
高
で
再
任
用
教
員
と
し

て
働
い
た
。
つ
ま
り
去
年
ま
で
働
い
て
い
た
。
晴
れ

て
無
職
と
な
っ
て
一
年
あ
ま
り
と
な
る
。
昨
年
秋
、

札
幌
に
転
居
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
も
と
も
と
札
幌

の
出
身
だ
と
い
う
こ
と
。
旭
川
の
一
軒
家
で
の
雪
か

き
や
雑
草
取
り
に
辟
易
し
た
こ
と
。
そ
し
て
長
女
が

双
子
を
出
産
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
。
双
子

は
三
月
に
無
事
産
ま
れ
、
娘
の
近
く
に
住
む
私
の
時

間
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
双
子
と
そ
の
上
の
孫
の
三
人

に
奪
わ
れ
て
い
る
。
楽
し
く
も
過
酷
な
毎
日
だ
。
そ

れ
で
も
、
残
っ
た
僅
か
ば
か
り
の
時
間
は
自
分
の
た

め
に
！
と
半
ば
強
引
に
使
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
の
ん

び
り
と
骨
休
め
。
そ
し
て
旅
行
に
出
か
け
た
り
、
落

語
を
聴
き
に
行
っ
た
り
、
映
画
を
観
た
り
、
飲
み
に

行
っ
た
り
。
度
々
旭
川
に
も
出
没
し
て
い
る
。
夜
の

街
で
私
を
見
か
け
る
か
も
。
そ
し
て
、
時
々
は
「
北

海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
」
の
試
合
観
戦
、
い
や
、

応
援
に
行
く
。
札
幌
に
来
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
い
う

も
の
だ
。

今
の
私
は
「
次
世
代
を
育
て
る
手
助
け
」
と
い
う

大
き
な
責
務
と
「
自
分
の
た
め
」
と
い
う
小
さ
な
楽

し
み
の
間
を
行
き
つ
戻
り
つ
し
な
が
ら
毎
日
を
過
ご

し
て
い
る
。
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長
い
昭
和
の
時
代
が
過
ぎ
平
成
も
耳
慣
れ
た
頃
、

今
回
の
同
窓
会
当
番
幹
事
さ
ん
が
入
学
し
て
き
ま
し

た
。
私
は
北
高
校
で
2
度
目
の
担
任
と
い
う
こ
と
で

少
し
は
余
裕
を
持
っ
て
入
学
式
を
迎
え
た
事
を
思
い

出
し
ま
す
。

あ
の
当
時
は
1
学
年
10
ク
ラ
ス
の
マ
ン
モ
ス
校
で

選
択
授
業
の
移
動
の
時
は
、
廊
下
は
生
徒
で
一
杯
で

し
た
。
そ
の
後
、
学
級
減
に
な
り
溢
れ
か
え
っ
て
い

た
廊
下
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

特
に
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
体
育
館
が
1
つ
の
頃

グ
ラ
ン
ド
が
使
え
な
く
な
る
秋
か
ら
冬
は
十
分
な
運

動
が
で
き
ず
不
自
由
な
も
の
で
し
た
。
授
業
中
一
度

か
二
度
の
ゲ
ー
ム
に
か
け
る
真
剣
さ
は
見
て
い
て
気

持
ち
の
良
い
も
の
で
し
た
。

担
任
を
受
け
持
っ
て
一
番
の
思
い
出
は
学
校
行
事

で
す
。
入
学
し
て
す
ぐ
校
歌
コ
ン
ク
ー
ル
か
ら
始
ま

っ
て
多
く
の
学
年
・
学
校
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。

球
技
大
会
で
は
6
時
間
目
の
授
業
や
帰
り
の
Ｈ
Ｒ

は
そ
こ
そ
こ
に
練
習
場
所
確
保
に
奔
走
し
、
学
校
祭

で
は
夜
遅
く
ま
で
取
り
組
ん
だ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
こ

か
ら
湧
い
て
く
る
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
学
校
行
事
は
大
好
き
で
し
た
。
そ
れ
は
、
そ

の
時
そ
の
時
に
主
役
が
現
れ
、
普
段
の
学
校
生
活
で

は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
個
性
や
能
力
が
発
見
で
き

互
い
に
そ
れ
を
認
め
学
校
生
活
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

る
も
の
だ
か
ら
で
す
。
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
皆

で
な
し
得
た
充
実
感
・
達
成
感
は
机
上
で
学
ぶ
学
問

に
匹
敵
す
る
と
思
い
ま
す
。
学
校
を
取
り
巻
く
環
境

も
変
化
し
週
5
日
制
と
な
り
授
業
数
確
保
で
行
事
が

割
愛
さ
れ
る
の
は
淋
し
い
限
り
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
私
が
退
職
の
最
後
の
年
に
甲
子
園
出

場
を
果
た
し
、
夢
の
甲
子
園
で
応
援
で
き
た
の
は
最

高
の
思
い
出
で
す
。

退
職
し
た
ら
若
い
頃
、
縦
走
し
た
奥
大
雪
の
挑
戦

は
無
理
と
し
て
身
近
な
登
山
と
籐
編
み
を
や
り
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
膝
関
節
の
手
術
等
で
断
念

し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。

今
は
老
老
介
護
の
身
、
年
に
一
度
近
場
で
の
旅
行

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
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私
は
昭
和
五
十
一
年
北
高
に
奉
職
し
、
平
成
六
年

退
職
ま
で
の
十
八
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
間
、
担
任
を
三
回
、
学
年
主
任
を
二
ま
わ
り
拝
命

し
、
こ
の
原
稿
を
書
く
の
も
四
回
目
に
な
り
ま
す
。

最
後
の
担
任
は
教
科
の
関
係
か
ら
医
療
系
の
五
組
で

し
た
。
卒
業
式
の
時
に
は
委
員
長
の
五
十
嵐
由
佳
さ

ん
の
音
頭
で
四
十
四
人
の
孫
よ
り
と
万
歳
三
唱
さ
れ

た
こ
と
は
感
無
量
で
し
た
。

退
職
後
に
は
龍
谷
・
女
子
商
・
実
業
な
ど
の
講
師

を
五
年
ほ
ど
や
り
ま
し
た
。
そ
の
後
私
は
木
が
好
き

な
の
で
樹
木
医
の
資
格
を
取
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
を
介
し
て
他
の
庭
の
手
入
れ
を
し
ま
し
た
。

家
に
は
五
葉
松
、高
野
槙
（
コ
ウ
ヤ
マ
キ
）、犬
槐
（
イ

ヌ
エ
ン
ジ
ュ
）、
七
竃
（
ナ
ナ
カ
マ
ド
）
な
ど
亭
々

と
し
た
髙
木
が
あ
り
、
三
十
年
以
上
も
た
つ
と
三
十

セ
ン
チ
以
上
の
太
さ
と
な
り
、
持
て
余
し
て
い
ま
す
。

楡
の
木
は
伐
採
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
切
株
に
ナ

メ
コ
が
生
え
、
毎
年
お
い
し
く
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
木
は
植
え
る
時
に
は
小
さ
い
の
で
大
木
に
な
る

こ
と
を
想
定
せ
ず
、
見
通
し
が
甘
か
っ
た
と
後
悔
し

て
い
ま
す
。
当
番
幹
事
諸
君
が
平
成
五
年
に
植
え
た

北
高
の
檜
葉
の
木
も
大
き
く
成
長
し
、
時
の
流
れ
を

感
じ
て
い
ま
す
。

家
が
春
光
台
公
民
館
に
近
い
の
で
囲
碁
サ
ー
ク
ル

に
参
加
し
、
楽
し
む
と
共
に
子
供
た
ち
に
指
導
し
て

い
ま
す
。
子
供
は
上
達
が
早
く
、
今
、
北
高
一
年
の

子
は
ア
マ
四
段
格
と
な
り
時
々
負
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

歳
ば
か
り
重
ね
て
何
か
世
の
中
に
役
に
立
て
ね
ば
と

思
い
、
公
民
館
活
動
の
一
環
と
し
て
子
供
の
居
場
所

実
行
委
員
と
な
り
、
月
二
回
程
度
、
中
学
校
に
出
向

い
て
学
習
に
つ
ま
ず
い
た
生
徒
の
面
倒
を
み
て
お
り

ま
す
。

趣
味
と
し
て
は
、
他
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
や
俳
句
を

や
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
秋
、
当
番
幹
事
の
五
組
の

ク
ラ
ス
会
に
招
か
れ
懐
か
し
い
面
々
と
再
会
し
ま
し

た
。
既
に
四
十
を
超
え
、
社
会
の
中
堅
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
こ
と
は
頼
も
し
い
限
り
で
す
。
そ
の
時
の

一
句
を
し
た
た
め
て
筆
を
お
き
ま
す
。

「
長
き
夜
や
　
不
惑
の
子
ら
と
　
宴
盛
る
」
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09
～ 新聞局の皆さんのご協力により、北高新聞から一部抜粋し掲載 ～

えっ、
これってどこ？
覚えてない…。
（43期）

相変わらず
寒いのね。
（43期）

私たち
は

「こが
ねちゃ

ん弁当
」

だった
。

ハムカ
ツ弁当

、

コロカ
ラ弁当

…。

懐かし
い（43

期）

北高今昔 そう、これが北高。



10 第54回 旭川北高等学校同窓会



私
の
経
歴
は
、
一
見
無
節
操
に
見
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
で
日
本
語
を
指

導
。
そ
の
後
は
北
海
道
に
戻
り
、
国
際

理
解
教
育
の
普
及
に
従
事
し
た
。
か
と

思
え
ば
、
西
ア
フ
リ
カ
は
ガ
ー
ナ
に
て

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
現
地
支
援
。
さ

ら
に
渡
米
し
、
地
元
の
食
堂
で
調
理
補

助
も
。
現
在
は
日
系
半
導
体
装
置
メ
ー

カ
ー
に
て
、
オ
フ
ィ
ス
運
営
・
経
営
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。　

異
な
る
環
境
に
身
を
置
く
度
に
、
新

た
な
価
値
観
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
を

学
ん
だ
。
周
り
と
違
っ
た
っ
て
い
い
、

生
き
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
い
い
。
そ
う

気
づ
い
て
か
ら
自
分
自
身
の
可
能
性
を

信
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
こ
に
行
き
つ
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

様
々
な
国
で
生
活
し
、
様
々
な
業
種
の

仕
事
を
し
た
か
ら
こ
そ
。
全
て
の
経
験

が
現
在
役
立
っ
て
い
る
。

海
外
に
出
た
い
と
思
っ
た
き
っ
か
け

は
、
田
畑
に
囲
ま
れ
漫
画
ば
か
り
読
ん

で
過
ご
し
た
幼
少
期
に
あ
る
。
ス
ト
ー

リ
ー
の
舞
台
と
な
る
外
国
に
漠
然
と
あ

こ
が
れ
、
外
国
人
と
の
交
流
を
夢
見
た
。

「
英
語
が
話
せ
る
と
い
い
な
」
と
、
高

校
進
学
の
段
階
で
自
然
と
出
て
き
た
選

択
肢
が
北
高
の
英
語
科
だ
っ
た
。
大
学

も
英
文
科
。
し
か
し
好
き
な
は
ず
、
得

意
な
は
ず
の
英
語
な
の
に
、
就
職
活
動

を
始
め
る
時
期
に
な
っ
て
も
「
英
語
で

会
話
で
き
な
い
」
自
分
が
い
た
。
海
外

に
出
る
ど
こ
ろ
か
、
英
語
を
使
っ
た
仕

事
す
ら
無
理
だ
。
今
さ
ら
努
力
す
る
時

間
も
な
い
し
「
国
際
的
な
」
お
仕
事
は

あ
き
ら
め
よ
う
。
で
も
英
語
を
勉
強
し

て
き
た
思
い
出
と
し
て
、
海
外
旅
行
ぐ

ら
い
行
っ
て
み
る
か
。
そ
こ
で
訪
れ
た

イ
ギ
リ
ス
を
契
機
に
海
外
生
活
を
本
気

で
考
え
、
就
職
活
動
を
辞
め
て
日
本
語

教
師
に
な
る
専
門
学
校
に
入
学
し
た
。

卒
業
後
、J
I
C
A
海
外
協
力
隊（
当

時
、
青
年
海
外
協
力
隊
）
と
し
て
マ
レ

ー
シ
ア
で
日
本
語
を
教
え
る
機
会
を
得

■プロフィール
�
1993年　旭川北高等学校英語科卒業
1997年　北星学園大学英文科卒業
1998年　JICA海外協力隊日本語教師としてマレーシアに赴任
2000年　JICA北海道国際センターにて国内事業補助
2002年　旭川市国際交流委員会　JICAデスク担当
2005年　JICAボランティア調整員としてガーナに赴任
2009年　渡米
2010年　TELテクノロジーセンターアメリカにて勤務開始
2018年　ニューヨーク州立大学経営大学院修了
2019年　現職
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同窓生の活躍 そう、これが北高。



た
。
海
外
生
活
が
叶
う
喜
び
を
胸
に
向

か
っ
た
マ
レ
ー
シ
ア
。
な
の
に
、
価
値

観
の
違
い
に
コ
テ
ン
パ
ン
に
さ
れ
た
。

た
と
え
ば
、
物
事
を
先
延
ば
し
に
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
熱
帯
で
年
中
気
候
が

安
定
し
て
い
る
せ
い
だ
ろ
う
か
、
今
日

や
れ
る
こ
と
は
明
日
や
っ
て
も
同
じ
、

と
い
う
感
覚
が
あ
る
よ
う
だ
っ
た
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
順
守
は
あ
た
り
ま
え
と
し

て
育
っ
た
私
に
は
、
時
間
的
観
念
に
ル

ー
ズ
（
に
当
時
は
思
え
た
）
な
現
地
の

同
僚
達
の
行
動
が
理
解
で
き
ず
、
対
立

し
た
こ
と
も
し
ば
し
ば
。「
日
本
の
常

識
、
世
界
の
非
常
識
」
と
頭
で
は
わ
か

っ
て
い
る
も
の
の
、
日
本
の
常
識
の
ほ

う
が
優
れ
て
い
る
は
ず
、
と
い
う
思
い

込
み
を
拭
い
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま

ま
2
年
の
任
期
は
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

帰
国
後
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
異
文
化
に

対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
自
分
に
も
や
も

や
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
た
。
そ
こ
で

出
会
っ
た
の
が
、
教
育
活
動
。
当
時
北

海
道
は
ま
だ
外
国
か
ら
の
観
光
客
も
、

日
常
的
に
外
国
人
と
触
れ
あ
う
機
会
も

少
な
か
っ
た
。
し
か
し
教
育
を
通
じ
、

異
な
る
価
値
観
に
触
れ
た
り
、
疑
似
体

験
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
違
い
を
知
っ

て
い
る
だ
け
で
防
げ
る
摩
擦
は
多
く
あ

1マレーシアの中高等学校で日本語を指導

2旭川を拠点に国際理解教育の普及に携わった。   
ネパール文化体験イベントで伝統楽器に挑戦する参加者

3ガーナで活動するJICAボランティアの活動をサポート。   
ボランティアが披露する紙芝居に聞き入る子供たち

4ガーナ北部独特の土の家。通称マッシュルームハウス

5ガーナ国内移動中に赤土の道路を歩いてみた

1 2

3
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る
し
、
国
内
外
で
外
国
人
と
触
れ
合
う

際
に
起
こ
り
が
ち
な
不
和
を
減
ら
し
た

い
。
現
地
で
の
経
験
と
反
省
が
活
か
せ

る
と
思
っ
た
。
J
I
C
A
北
海
道
国
際

セ
ン
タ
ー
、
旭
川
市
国
際
交
流
課
、
旭

川
市
国
際
交
流
委
員
会
の
多
大
な
る
協

力
を
得
て
、
異
文
化
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
企
画
、
運
営
。
世
界
各
国
か
ら
来
訪

す
る
J
I
C
A
研
修
員
の
学
校
訪
問
を

ア
レ
ン
ジ
す
る
ほ
か
、
私
自
身
が
講
師

と
し
て
体
験
を
話
し
た
り
、
異
文
化
体

験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
り
。

そ
れ
ら
を
通
じ
、
参
加
い
た
だ
い
た
方

々
の
海
外
へ
の
理
解
を
深
め
る
手
助
け

が
で
き
る
、
と
い
う
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
た
。

し
か
し
そ
の
活
動
に
も
、
い
つ
し
か

限
界
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。「
世
界

の
貧
困
地
域
の
人
た
ち
は
ど
う
い
う
生

活
を
送
っ
て
い
る
の
で
す
か
」
な
ど
、

た
っ
た
2
年
の
マ
レ
ー
シ
ア
赴
任
（
し

か
も
貧
困
国
で
は
な
い
）
体
験
だ
け
で

答
え
る
に
は
難
し
い
質
問
を
受
け
る
こ

と
が
増
え
た
の
だ
。
再
度
現
場
に
出
た

ほ
う
が
い
い
の
で
は
、
と
い
う
思
い
か

ら
「
貧
困
地
域
へ
の
赴
任
を
希
望
」
と

添
え
た
履
歴
書
を
J
I
C
A
に
提
出
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
後
方
支
援
を
行

う
調
整
員
と
し
て
、
西
ア
フ
リ
カ
の
ガ

ー
ナ
に
派
遣
と
な
っ
た
。
3
年
間
で
延

べ
2
0
0
名
以
上
の
日
本
人
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
サ
ポ
ー
ト
。
電
気
も
水
も
な
い

村
も
含
め
、
ガ
ー
ナ
全
土
を
周
っ
た
。

と
あ
る
地
域
で
は
、
雨
季
に
な
る
と
洪

水
で
家
が
壊
れ
る
の
に
、
土
の
家
が
多

か
っ
た
。「
家
が
壊
れ
て
も
、
土
の
家

な
ら
す
ぐ
安
価
に
作
り
直
せ
る
。
壊
れ

た
ら
ま
た
建
て
れ
ば
い
い
」
そ
の
環
境

だ
か
ら
こ
そ
の
知
恵
と
、
強
い
メ
ン
タ

リ
テ
ィ
を
学
ん
だ
。　

ガ
ー
ナ
か
ら
戻
り
、
渡
米
し
て
結
婚
。

海
外
生
活
も
三
か
国
目
と
な
り
、
ま
し

て
や
初
の
先
進
国
と
あ
れ
ば
、
な
ん
の
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心
配
も
な
い
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
、

一
向
に
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
。
知
り

合
い
も
お
ら
ず
、
当
然
コ
ネ
も
な
し
。

面
接
に
す
ら
た
ど
り
着
け
ず
、
く
さ
っ

て
い
た
頃
に
ふ
と
目
に
入
っ
た
ロ
ー
カ

ル
食
堂
の
求
人
。「
朝
食
・
昼
食
の
調
理

補
助
。
時
給
10
ド
ル
」
こ
の
際
、
職
種

も
給
料
も
選
ん
で
は
い
ら
れ
な
い
と
、

オ
ム
レ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
り
、
寸

胴
鍋
で
ス
ー
プ
を
作
っ
た
り
。
そ
の
う

ち
、
地
元
に
あ
る
数
少
な
い
日
系
企
業

か
ら
「
受
付
兼
庶
務
を
担
当
す
る
派
遣

職
員
を
募
集
し
て
い
る
」
と
声
が
か
か

っ
た
。
半
導
体
業
界
大
手
、
東
京
エ
レ

ク
ト
ロ
ン
（
T
E
L
）。
初
の
民
間
企
業

で
の
キ
ャ
リ
ア
が
始
ま
っ
た
。

理
系
の
修
士
号
、
博
士
号
を
持
っ
た

職
員
が
多
く
い
る
技
術
開
発
研
究
所
で
、

文
系
の
私
が
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で
き
る

な
ど
当
初
は
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ

た
。
離
婚
を
機
に
正
社
員
に
な
っ
た
も

の
の
、
経
済
的
な
自
立
に
は
ま
だ
不
安

が
。
ア
メ
リ
カ
で
は
仕
事
に
就
い
て
か

ら
再
度
学
業
に
戻
る
人
も
多
い
。
仕
事

を
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
単
位
を
取
り
、

学
位
の
習
得
を
目
指
し
て
い
る
方
々
の

姿
に
刺
激
さ
れ
た
。
私
も
進
学
し
よ
う

か
。
で
も
つ
い
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
。

最
後
ま
で
や
り
き
れ
る
だ
ろ
う
か
。
し

ば
ら
く
迷
っ
た
結
果
、
や
る
し
か
な
い
、

と
決
断
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
信
頼
性

の
高
い
経
営
学
修
士
号
（
M
B
A
）
の

取
得
を
目
指
し
、
2
年
で
修
了
で
き
る

週
末
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
。
本
業
と

の
二
足
の
わ
ら
じ
で
、
ほ
ぼ
20
年
ぶ
り

の
学
生
生
活
を
送
っ
た
。
学
業
面
で
の

努
力
と
仕
事
で
の
成
果
が
認
め
ら
れ
、

受
付
兼
庶
務
担
当
か
ら
役
員
秘
書
、
そ

し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

昇
格
。
現
在
は
、
法
務
、
知
的
財
産
、

広
報
、
企
業
の
社
会
貢
献
（
C
S
R
）

な
ど
、
経
営
を
側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
る
。
移
民
で
あ
っ
て
も
、
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
で
あ
っ
て
も
、
年
齢
が
い
く
つ

で
あ
っ
て
も
、
機
会
は
平
等
に
あ
る
。

そ
ん
な
ア
メ
リ
カ
の
価
値
観
に
力
を
も

ら
っ
た
。

振
り
返
る
と
様
々
に
見
え
る
経
歴
だ

が
、
一
つ
共
通
し
て
い
る
も
の
が
、
実

は
あ
る
。
そ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に

向
け
た
人
材
の
育
成
に
携
わ
り
た
い
、

と
い
う
想
い
で
あ
る
。
日
本
語
を
教
え

た
の
も
、
異
文
化
理
解
教
育
の
普
及
に

努
め
た
の
も
、
日
本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
現
場
で
応
援
し
た
の
も
、
現
在

C
S
R
関
連
の
事
業
を
担
当
し
て
い
る

の
も
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
関
わ
っ
た
人

た
ち
に
、
世
界
的
視
野
を
持
っ
て
活
躍

し
て
も
ら
い
た
い
か
ら
で
あ
る
。

現
職
の
C
S
R
活
動
を
通
し
て
地
域

や
世
界
に
貢
献
で
き
る
方
法
を
探
る
、

と
い
う
の
が
現
時
点
で
の
目
標
だ
が
、

先
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
国
際
協
力

の
現
場
に
戻
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
帰

国
し
て
国
内
人
材
育
成
に
関
わ
る
か
も

し
れ
な
い
。
た
と
え
ま
た
新
た
な
環
境

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
と
し
て
も
、
同
じ

想
い
を
持
ち
続
け
て
行
け
ば
、
い
つ
か

成
果
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
る
。

か
つ
て
マ
レ
ー
シ
ア
で
指
導
し
た
生

徒
た
ち
の
成
長
や
活
躍
を
S
N
S
で
楽

し
く
眺
め
な
が
ら
、
私
自
身
一
人
の
グ

ロ
ー
バ
ル
市
民
と
し
て
、
持
続
的
な
社

会
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
、
こ
れ
か
ら
も
前
に
進
み
続
け
た

い
。
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北
高
時
代
は
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
に
所

属
。
顧
問
の
先
生
の
お
か
げ
で
部
活
動

を
通
し
て
、
と
て
も
良
い
友
達
に
恵
ま

れ
26
年
以
上
経
っ
た
今
で
も
仲
良
く
し

て
い
る
友
達
の
絆
に
は
と
て
も
感
動
し

て
い
ま
す
。

大
学
を
卒
業
し
て
、
自
分
に
自
信
が

な
か
っ
た
僕
は
ア
メ
リ
カ
留
学
を
決
意
。

そ
の
頃
日
本
で
は
学
べ
な
か
っ
た
旅
行

学
を
2
年
勉
強
す
る
た
め
に
渡
米
し
ま

し
た
。
海
外
で
の
生
活
、
新
し
い
土
地

で
の
一
人
暮
ら
し
、
初
め
て
ば
か
り
の

生
活
に
最
初
は
大
変
苦
労
し
た
思
い
出

が
あ
り
ま
す
が
、
海
外
生
活
は
自
分
に

と
っ
て
夢
の
夢
。
憧
れ
て
い
た
生
活
の

中
で
、
い
ず
れ
は
ア
メ
リ
カ
で
働
き
た

い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。カ

レ
ッ
ジ
を
卒
業
後
、
会
社
に
恵
ま

れ
10
年
ほ
ど
予
約
代
理
店
で
ト
ラ
ベ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
働
き
ま
し
た
が
、

飛
行
機
好
き
が
原
動
力
と
な
り
航
空
会

社
に
転
職
を
35
歳
で
決
意
。
現
在
は
国

際
線
を
主
に
客
室
乗
務
員
と
し
て
働
い

て
い
ま
す
。

航
空
会
社
に
入
社
し
て
か
ら
は
、
本

当
に
色
々
な
人
と
出
会
い
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
と
い
え
ば
人
種
の
る
つ
ぼ
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
言
葉
が
実

感
さ
せ
ら
れ
る
職
場
で
す
。
日
本
人
の

当
た
り
前
が
通
じ
な
い
職
場
。
日
本
で

は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
尊
重
さ
れ
ま
す
が
、

ア
メ
リ
カ
で
は
個
人
の
意
見
が
評
価
さ

れ
ま
す
。
そ
の
お
陰
で
自
分
自
身
の
視

野
が
広
が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
日
本
人
と
し
て
の
良
さ
を
他

の
人
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
日
々
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

米
国
系
の
航
空
会
社
で
は
、
仕
事
は

サ
ー
ビ
ス
業
と
い
う
よ
り
は
安
全
運
航

に
携
わ
る
こ
と
を
主
に
し
て
い
ま
す
。

救
急
患
者
の
応
対
、
緊
急
時
脱
出
な
ど

の
訓
練
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
て
、
試
験

を
合
格
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
様
々

な
事
故
の
歴
史
を
経
て
安
全
を
第
一
と

す
る
方
針
で
す
。（
と
言
い
ま
し
て
も
、

所
詮
機
械
―
飛
行
機
は
壊
れ
る
物
。
緊

急
着
陸
は
何
度
か
経
験
が
あ
り
ま
す
…
）

“C
hoose a job you love, and 

you w
ill never have to w

ork a 

day in your life

”（
あ
な
た
が
愛
す

る
仕
事
を
選
び
な
さ
い
、
そ
う
す
れ
ば

あ
な
た
の
人
生
の
中
で
働
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
必
要
は
決
し
て
な
い
だ
ろ

う
）
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
ま

さ
に
そ
の
通
り
で
、
僕
は
毎
日
働
い
て

■プロフィール
�
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い
ま
す
が
仕
事
だ
と
い
う
感
じ
は
な
い

で
す
。
大
好
き
な
飛
行
機
に
乗
れ
、
給

料
を
頂
け
る
な
ん
て
最
高
に
幸
せ
で
す
。

笑
今
は
日
本
線
、
特
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
国
際
空
港
―
大
阪
関
西
国
際
空
港

間
を
中
心
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ

ア
路
線
を
ベ
ー
ス
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
か
ら
乗
務
し
て
い
ま
す
。
も
し
機
上

で
見
か
け
ま
し
た
ら
気
軽
に
声
を
お
か

け
く
だ
さ
い
。　

5

3 4
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今
で
こ
そ
人
気
職
業
ラ
ン
キ
ン
グ
に

顔
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
理
学
療
法
士
。

受
験
当
時
は
担
任
も
進
路
指
導
の
先
生

も
何
を
す
る
仕
事
な
の
か
わ
か
ら
な
か

っ
た
こ
の
職
に
就
い
て
三
十
年
以
上
が

経
つ
。
そ
も
そ
も
第
一
志
望
で
も
な
く
、

い
わ
ゆ
る
不
本
意
入
学
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
転
機
や
出
会
い

が
あ
り
、
何
か
運
命
的
な
も
の
に
導
か

れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

最
初
の
転
機
は
千
葉
の
病
院
で
働
き

始
め
て
三
年
が
過
ぎ
た
こ
ろ
。
仕
事
に

や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
な
く
な
り
、
医

学
部
へ
の
再
受
験
を
相
談
し
に
担
任
の

も
と
を
訪
れ
た
時
に
、「
自
分
も
大
学

院
に
行
っ
て
研
究
者
の
道
へ
進
む
か
教

師
を
続
け
る
か
迷
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
。

後
悔
の
な
い
よ
う
に
。」
と
声
を
か
け

て
い
た
だ
い
た
。
結
果
的
に
希
望
の
大

学
へ
の
進
学
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
こ

の
時
の
会
話
の
「
大
学
院
」「
研
究
」

の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
頭
に
残
り
、
そ
の
後

の
道
へ
導
か
れ
て
い
く
。

し
か
た
な
く
？
理
学
療
法
士
と
し
て

生
き
て
い
く
こ
と
を
決
心
し
、
大
学
院

へ
と
進
学
す
る
の
だ
が
、
ち
ょ
っ
と
し

た
手
違
い
で
希
望
と
は
違
う
研
究
室
に

入
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
時

の
指
導
教
授
が
か
な
り
の
曲
者
で
、
振

り
回
さ
れ
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
の
だ
が
、

気
が
付
け
ば
研
究
者
と
し
て
の
基
礎
が

身
に
つ
い
て
い
た
。
飲
み
会
の
度
に
言

わ
れ
続
け
た「
お
前
は
俺
の
と
こ
ろ（
教

授
職
）
ま
で
来
な
き
ゃ
い
け
な
い
」
の

口
癖
。
早
逝
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

直
接
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

き
っ
と
「
俺
の
お
か
げ
だ
ぞ
」
と
あ
の

世
で
笑
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
の
後
、
医
学
部
の
博
士
課
程
へ
進

み
、
思
い
描
い
た
夢
と
は
異
な
る
が
、

念
願
の
？
医
学
部
進
学
を
果
た
す
。
当

然
大
学
院
を
出
て
も
医
師
免
許
を
と
れ

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、「
医
学
博
士

号
を
も
っ
た
理
学
療
法
士
」
で
は
あ
る

が
、
北
海
道
医
療
大
学
で
教
授
職
を
得

て
、
医
学
教
育
、
研
究
を
生
業
と
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。「
な
ん
で
あ
い

つ
が
大
学
で
教
え
て
る
の
？
」
同
級
生

か
ら
は
そ
ん
な
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う

だ
が
、
多
く
の
出
会
い
が
自
分
を
導
い

て
く
れ
た
よ
う
に
、
今
度
は
自
分
が
だ

れ
か
の
人
生
を
導
け
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。
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同窓生の活躍 そう、これが北高。

なんで、
私が医療大に⁉
北海道医療大学
リハビリテーション科学部
理学療法学科教授

吉田　 晋　 第35期
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�
1985年　旭川北高等学校普通科卒業
2007年　千葉大学大学院修了（医学博士）
2009年　千葉県立保健医療大学　准教授
2012年　北海道医療大学　教授
 運動制御や脳の可塑性、中枢神経疾患のリハビリテーション

についての研究に従事



平
成
27
年
に
旭
川
の
ス
キ
ー
場
へ
転

職
し
て
す
ぐ
に
、
有
志
で
冬
季
の
滞
在

型
観
光
を
振
興
す
る
「
ス
キ
ー
ホ
リ
デ

ー
で
冬
季
滞
在
型
観
光
を
振
興
す
る

会
」
略
し
て
「
ス
キ
ホ
の
会
」
を
立
ち

上
げ
る
の
で
参
加
し
な
い
か
と
誘
わ
れ
、

現
在
は
他
の
メ
ン
バ
ー
よ
り
時
間
に
余

裕
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
事
務
局
長
を

任
さ
れ
て
い
ま
す
。（
も
ち
ろ
ん

正
業
は
ス
キ
ー
場
勤
務
で
す
）

「
ス
キ
ホ
の
会
」
は
旭
川
を
含

む
圏
域
の
冬
季
観
光
振
興
に
関
す

る
活
動
を
行
い
、
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー

ト
地
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
会

の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
旭
川
市
に
は
目
立
っ

た
輸
出
・
移
出
産
業
が
な
い
の
で
、

他
地
域
か
ら
の
観
光
客
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
収
益
は
、
人
口
減
の
一

途
を
た
ど
る
圏
域
の
経
済
に
と
っ

て
大
変
重
要
な
の
で
す
。

会
の
活
動
内
容
を
い
く
つ
か
紹

介
さ
せ
て
貰
う
と
、
訪
旭
外
国

人
の
意
識
調
査
や
動
向
調
査
、
ス

キ
ー
場
に
お
い
て
の
外
国
人
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
調
査
、
観
光
カ
リ
ス
マ
を

招
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
、
元
米
国
ス

キ
ー
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
、
会
員
企
業
同
士
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン
グ
、
な
ど
を
実
施
し
て

お
り
、
徐
々
に
成
果
も
上
が
り
始

め
て
い
ま
す
。

さ
て
、
話
は
圏
域
の
観
光
の
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
息
の
長
い
観
光
地

の
共
通
点
に
観
光
資
源
を
地
域
の
人
が

楽
し
ん
だ
り
、
愛
し
て
い
る
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
祇
園
祭
や
ね
ぶ

た
な
ど
の
祭
り
や
信
仰
を
発
端
と
す
る

神
社
参
拝
な
ど
が
そ
う
で
す
ね
。
残
念

な
が
ら
旭
川
市
に
地
域
の
人
が
楽
し
ん

で
い
る
魅
力
的
な
観
光
資
源
は
多
く
な

く
、
旭
川
市
単
独
で
の
観
光
地
化
は
難

し
い
と
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
道
北
・

オ
ホ
ー
ツ
ク
に
目
を
向
け
る
と
流
氷
や

最
北
の
地
、
天
塩
川
な
ど
私
た
ち
も
楽

し
む
魅
力
的
な
観
光
資
源
が
多
数
あ
り

ま
す
。

今
後
、
広
域
の
観
光
圏
を
つ
く
っ
て

い
け
ば
、
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
や
病
院

を
も
つ
旭
川
市
は
観
光
ベ
ー
ス
や
ゲ
ー

ト
シ
テ
ィ
と
し
て
重
要
な
役
目
を
果
た

せ
る
は
ず
で
す
。
そ
の
時
を
目
指
し
、

T
hink Globally, A

ct Locally

で
地

道
に
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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第54回 旭川北高等学校同窓会

旭川圏域の観光
振興について
スキーホリデーで
冬季滞在型観光を振興する会
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旭川北高はたち会
北海道旭川北高等学校同窓会20期幹事長

林　仁彦

第
54
回
旭
川
北
高
同
窓
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
同
窓
会
開
催
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
実
行
委
員

の
皆
様
に
は
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、

日
頃
よ
り
同
窓
会
の
運
営

に
ご
尽
力
さ
れ
て
お
り
ま

す
関
係
者
の
皆
様
に
も
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
ど
も
北
高
20
期
は
今

年
度
卒
業
50
周
年
を
迎
え

る
た
め
、
招
待
期
と
し
て

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
通
常

は
同
窓
会
と
は
別
の
日
に

同
期
会
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
回
は
同
窓
会

と
同
じ
日
に
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

北
高
20
期
は
平
成
3

年
の
サ
ブ
当
番
期
の
年

に
同
期
会
を
立
ち
上
げ
、

名
称
を
20
期
に
ち
な
ん

で
、
そ
し
て
い
つ
ま
で

も
若
々
し
く
元
気
で
い

た
い
と
い
う
思
い
も
込
め

て
「
旭
川
北
高
は
た
ち
会
」（
通
称
「
は
た

ち
会
」）
と
し
ま
し
た
。
会
長
は
4
組
の
瀬

川
明
男
君
で
、
当
番
期
と
な
る
5
年
後
の

同
窓
会
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
当
初
の
目

的
で
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
平
成
8
年
の
第
31
回

同
窓
会
（
実
行
委
員
長
は
9
組
の
中
井
隆

永
君
）
は
多
数
の
方
々
に
出
席
し
て
い
た

だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に
終
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
総
会
・
懇
親

会
が
終
了
し
た
後
は
、
1
4
0
人

も
の
同
期
が
集
ま
り
第
6
回
目
の

「
は
た
ち
会
」
を
盛
大
に
開
催
し
、

久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合
い
懇

親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
も
毎
年
「
は
た
ち
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

15
年
か
ら
は
2
年
に
1
度
の
開
催

と
な
り
、記
念
す
べ
き
今
年
の
「
は

た
ち
会
」
は
奇
し
く
も
第
20
回
目

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
は
た
ち
会
」
が
は
た
ち
を
迎
え

る
こ
と
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。
私

ど
も
の
期
は
ど
う
や
ら
「
20
」
と

い
う
数
字
に
縁
が
あ
る
よ
う
で

す
。こ

れ
ま
で
「
は
た
ち
会
」
を

続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
や
は

り
瀬
川
会
長
は
じ
め
核
と
な
る

人
た
ち
が
頑
張
っ
て
き
た
か
ら

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。「
は
た
ち
会
」
開
催

前
に
は
実
行
委
員
会
を
数
回
開
催
し
、
日

時
・
会
場
の
ほ
か
ゲ
ー
ム
の
企
画
な
ど
を

話
し
合
い
、
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
特

に
事
務
局
の
畑
有
二
君
（
5
組
）、
松
下
勝

幸
君
（
7
組
）
に
は
名
簿
整
備
、
開
催
案
内
、

出
欠
確
認
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
等
々
を

担
っ
て
い
た
だ
き
、
会
に
は
欠
か
せ
な
い
存

在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
は
た
ち
会
」
も
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
る

の
か
な
と
思
う
年
齢
に
な
り
ま
し
た
が
、
一

人
で
も
多
く
の
仲
間
が
元
気
な
姿
で
再
会
し

懇
親
を
深
め
る
場
と
し
て
長
く
続
い
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

招　待　期 そう、これが北高。
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プロのシンガーも輩出している、

地元旭川で活躍中の実力派アマチュアグループ。

主に病院や介護施設、学校でのコンサート、

地域活性のためのイベントにおいて精力的に演奏活動を行っている。

本格的なブラックゴスペルからミュージカル曲、

日本語曲までレパートリーは多岐にわたる。

結成1５年、総勢3５名のチームから、

第５4回旭川北高等学校同窓会当日はピックアップメンバーが出演。

毎年、定期コンサートを開催しており、

2019年は12月1日（日）旭川市公会堂にてコンサートを開催。

●チケットのお問い合わせは、左記ホームページまでどうぞ。



本
校
は
単
位
制
導
入
以
来
、
進
学
先
を
ど
ん
ど

ん
広
げ
、
近
年
で
は
道
内
は
も
ち
ろ
ん
、
約
半
数

が
北
海
道
を
離
れ
、
関
東
圏
に
と
ど
ま
ら
ず
、
九

州
、
沖
縄
ま
で
進
学
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
高
校

在
学
中
に
自
分
が
ど
の
分
野
に
興
味
関
心
が
あ
る

の
か
を
し
っ
か
り
考
え
、
自
分
が
学
び
た
い
こ
と

を
学
べ
る
場
所
を
求
め
た
結
果
と
言
え
ま
す
。

単
位
制
の
進
路
指
導
で
は
、
一
年
次
よ
り
、
将

来
を
見
据
え
て
、
大
学
で
何
を
学
び
た
い
の
か
を

具
体
的
に
考
え
さ
せ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
道
内
外
の
大
学
に
よ
る
説
明
会
や
出
張
講

義
な
ど
の
実
施
、
ま
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
等

へ
の
積
極
的
な
参
加
の
奨
励
な
ど
が
特
徴
と
し
て

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
若
手
の
同
窓
生
が
中
心

と
な
り
、自
分
の
職
業
に
つ
い
て
生
徒
に
語
る「
先

輩
図
鑑
」
と
い
う
企
画
も
昨
年
度
で
8
回
を
数
え
、

参
加
し
た
後
輩
達
に
大
変
好
評
で
す
。
こ
の
よ
う

に
早
期
よ
り
本
物
に
触
れ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
が
将
来
、
ど
の
よ
う
な
職
業
を
目
指
し
、
そ

の
た
め
に
ど
の
大
学
を
目
指
す
の
か
と
い
う
目
標

を
、
で
き
る
だ
け
明
確
に
持
て
る
よ
う
に
進
め
て

い
ま
す
。

近
年
は
「
入
れ
る
大
学
」
か
ら
「
入
り
た
い
大

学
」
選
び
を
す
る
者
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
今
年

度
も
早
期
か
ら
対
策
を
進
め
、
難
関
で
あ
る
京
都

大
、
東
北
大
、
旭
川
医
科
大
学
医
学
部
医
学
科
を

目
指
し
、
現
役
で
合
格
し
ま
し
た
。
ま
た
、
獣
医

に
な
る
強
い
想
い
を
持
っ
て
浪
人
し
、
岩
手
大
と

帯
広
畜
産
大
学
の
獣
医
学
部
に
各
1
名
合
格
し
ま

し
た
。

今
年
の
二
年
次
か
ら
、
新
た
に
「
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
」
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
こ
数
年
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試

験
で
は
一
部
で
対
話
形
式
の
問
題
が
増
え
る
な
ど
、

新
傾
向
を
感
じ
さ
せ
る
出
題
が
見
ら
れ
て
は
い
る

も
の
の
、
今
年
度
は
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
北
海
道
大
学
は
相
変
わ
ら
ず
道
外
人
気

が
高
く
、
道
内
出
身
者
の
合
格
者
は
前
期
日
程
で

わ
ず
か
36･

2
％
で
し
た
。
そ
の
影
響
を
本
校
も

受
け
て
お
り
、
今
春
は
現
役
5
名
、
過
卒
1
名
、

合
計
6
名
と
、
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
早

期
か
ら
の
対
策
が
必
要
で
す
。

本
校
の
最
終
的
な
大
学
入
試
の
結
果
は
、
国
公

立
大
学
の
現
役
合
格
が
前
年
比
6
名
増
の
1
1
9

名
と
な
り
、
こ
の
十
年
間
で
2
番
目
に
多
い
年
と

な
り
ま
し
た
。
推
薦
A
O
入
試
で
の
合
格
者
は
例

年
並
み
で
し
た
が
、
一
般
受
験
に
お
い
て
簡
単
に

妥
協
し
て
進
路
変
更
し
た
り
、
受
験
科
目
を
絞
っ

た
り
せ
ず
に
、
最
後
ま
で
粘
り
強
く
受
験
勉
強
に

取
り
組
ん
だ
結
果
と
言
え
ま
す
。

私
立
大
学
で
も
、
首
都
圏
の
早
稲
田
大
や
慶
應

義
塾
大
を
初
め
と
す
る
難
関
私
立
大
だ
け
で
な
く
、

国
際
基
督
教
大
な
ど
自
分
が
求
め
る
学
び
が
あ
る

大
学
や
、
自
分
が
挑
戦
し
た
い
研
究
に
よ
り
高
度

に
取
り
組
め
る
環
境
の
あ
る
大
学
な
ど
を
積
極
的

に
調
べ
、
自
分
に
合
っ
た
私
立
大
学
に
進
学
す
る

者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

以
下
に
は
過
去
数
年
間
の
主
な
進
路
実
績
を
示

し
ま
す
。
単
位
制
に
な
り
国
公
立
大
学
へ
の
進
学

者
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
が
、
進
路
学
習
を
進
め

る
上
で
、
特
徴
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
持
つ
、
私

立
大
学
へ
の
志
願
者
も
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
き
め
細
か
い
進
路
指
導
を
推
進
し
、

生
徒
個
々
の
生
き
方
を
大
事
に
し
た
進
路
選
択
を

支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【私立大学合格者数】（現役+過年度）
大学名 H26 H27 H28 H29 H30

藤 女 子 大 5 12 6 14 10
北 星 学 園 大 12 15 15 15 14
北 海 学 園 大 44 29 30 38 30
天 使 大 3 5 4 2 6
北海道科学大 21 24 8 37 32
酪 農 学 園 大 4 4 6 4 3
北海道医療大 15 13 12 9 20
日赤北海道看護大 5 6 6 2
北海道文教大 6 11 7 4 3
獨 協 大 1 2 7 1
青 山 学 院 大 5 4 2 3 3
学 習 院 大 1 1 1 1
慶 應 義 塾 大 2
東 京 女 子 大 1 1
駒 澤 大 1 3 1
上 智 大 1
専 修 大 1 4 5 3
創 価 大 1 2 2 4
中 央 大 8 5 14 6 7
津 田 塾 大 2 1
東 海 大 3 3 1 5 6
東 京 農 業 大 2 7 3 1 3
東 京 理 科 大 3 3 2 4 2
東 洋 大 5 3 7 5 2
日 本 大 5 2 2 5 1
法 政 大 9 9 8 11 8
明 治 大 7 6 3 2 1
明 治 学 院 大 3 2 1 4
立 教 大 3 6 1 2 2
早 稲 田 大 1 3 1 2 1
神 奈 川 大 2 3 2 2 2
京 都 外 大 1 1
同 志 社 大 1 1 5 1 2
立 命 館 大 6 1 2 2 2
関 西 大 1 1
近 畿 大 1 2 3 1
関 西 学 院 大 2 3 1 2
そ の 他 81 80 75 84 54
私立大合計 249 253 234 283 229

【公務員・民間就職　合格者数】（現役）
種類 H26 H27 H28 H29 H30

国 家 公 務 員 1 2 1 2
道 職 員 2 1 2
市 町 村 職 員 4 1 1
他 の 公 務 員 1 1 1 4 2
民 間 就 職 1

【国公立大学合格者数】（現役＋過年度）
大学名 H26 H27 H28 H29 H30

北 海 道 大 17 3 7 11 6
北海道教育大 30 26 30 21 27
室 蘭 工 業 大 7 11 6 14 8
北 見 工 業 大 4 4 1 5 2
小 樽 商 科 大 5 4 6 4 10
帯 広 畜 産 大 1 1 3 1 4
旭 川 医 科 大 5 4 10 7 9
弘 前 大 8 8 8 6 5
岩 手 大 6 6 1 4 4
東 北 大 1 2 1 1 1
秋 田 大 1 1 1
山 形 大 6 3 1 6 2
茨 城 大 2 2 1
筑 波 大 1 1
宇 都 宮 大 1 2 2
埼 玉 大 2 2 2 1
千 葉 大 1 1
郡 馬 大 1
東 京 藝 術 大 1
東 京 外 語 大 1
東 京 農 工 大 1 2
横 浜 国 立 大 2 2
新 潟 大 7 4 7 3 3
富 山 大 1 2 3
岐 阜 大 1
金 沢 大 3 3 2 1 4
信 州 大 3 2 2 1
静 岡 大 3 1 3 1 7
名 古 屋 大 1 1 1
京 都 大 1 1 1 1 1
大 阪 大 1
神 戸 大 2 1
広 島 大 1
長 崎 大 1 1 1
琉 球 大 1
札 幌 医 科 大 3 3 1 3
札 幌 市 立 大 1 2 6 3 2
公立はこだて未来大 2 1 1 2
釧 路 公 立 大 2 2 2 6 2
名 寄 市 立 大 5 3 7 6
千歳科学技術大(R1 ～ ) 15
高 崎 経 済 大 2 1 2
千葉県立保医療大 1
首 都 大 東 京 1 2 2 2
横 浜 市 立 大 2 1
都 留 文 科 大 1
新 潟 県 立 大 1 1 1
愛 知 県 立 大 1 1
そ の 他 12 1 7 8 5
国公立大計 141 109 131 132 134

※旭医大医学科　H23(1),H24(3),H26(2),H27(1),H28(2),H29(1),H30(1)　
※札医大医学科　H27(1),H28(1)
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進路指導部（全日制）　髙井　隆行

大　学　名 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

北 大（ 文 系 ） 2 3 3 2 1 1 2

北大（医理系） 12 3 7 11 1 5 6 3

札 医 大(医) 1

旭 医 大(医) 3 1 2 1

東 北 大 3 2 1 1 1 1

筑 波 大 1 1 1

東 京 工 業 大 2

東京外国語大 1 1

名 古 屋 大 1 1

京 都 大 1 1 1 1

大 阪 大 1 1

神 戸 大 1 2 1

計 21 10 15 16 7 11 10 8

難関国立大、医学科合格者数（現役）

卒業年度 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
学 級 数 6 6 6 6 6 6 6 6
合 格 者 数 106 104 91 120 97 107 113 119
人 ／ ク ラ ス 17.7 17.3 15.2 20 16.2 17.8 18.8 19.8

国公立大学現役合格者数及び1クラスあたりの平均合格者数

平成30年度 進路別人数  卒業生の進路

区　　　分
合　　　計

前年
男 女 計

卒 業 者 数 105 125 230 237
進 学 希 望 者 数 103 123 226 232
進 学 者 数 87 114 201 211

進
　
　
学
　
　
先
　
　
内
　
　
訳

大
　
学

国公立
道　内 31 38 69 65
道　外 20 14 34 44

私　立
道　内 18 31 49 44
道　外 17 16 33 44

短
　
大

国公立
道　内 0 0 0 0
道　外 0 0 0 0

私　立
道　内 0 1 1 3
道　外 0 0 0 1

大 学 校 等 0 0 0 0

専
門
学
校

看　護
道　内 0 9 9 7
道　外 0 1 1 0

その他
道　内 0 4 4 1
道　外 1 1 2 2

就
職

公 務 員 2 2 4 5
民 間 0 0 0 0

自 営 ： 家 事 手 伝 0 0 0 0
そ の 他(未 定 を 含 む) 16 8 24 21

今春の進路状況 そう、これが北高。



●
野
球
部

野
球
部
は
、
3
年
生
13
名
、
2
年
生
3
名
、
1

年
生
12
名
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
4
名
の
計
32
名
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

昨
秋
の
秋
季
大
会
は
、
初
戦
の
旭
川
明
成
高
校

に
0
対
1
で
敗
れ
ま
し
た
。
チ
ャ
ン
ス
の
場
面
で

積
極
的
に
攻
撃
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
打
撃
面
で

大
き
な
課
題
が
残
る
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

冬
季
練
習
で
は
、
課
題
克
服
の
た
め
に
1
日
最

低
5
0
0
ス
イ
ン
グ
以
上
、
徹
底
し
て
バ
ッ
ト
を

振
り
込
み
、
打
撃
を
重
視
し
た
チ
ー
ム
全
体
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
標
と
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

実
践
的
な
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
す
な
ど
練
習
内
容
に

工
夫
を
施
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
中
で
も

一
人
一
人
の
自
覚
の
な
さ
か
ら
チ
ー
ム
が
ま
と
ま

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
選
手
全
員
で
話
し

合
い
、
定
期
的
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
考
え

や
方
向
性
を
統
一
す
る
こ
と
で
も
う
一
度
気
を
引

き
締
め
な
お
し
、
春
や
夏
に
向
け
て
準
備
し
て
き

ま
し
た
。

そ
し
て
迎
え
た
春
季
大
会
で
、
自
分
た
ち
の
磨

い
て
き
た
も
の
を
発
揮
し
、
最
低
限
の
目
標
で
あ

る
選
手
権
大
会
の
シ
ー
ド
権
を
獲
得
し
た
も
の
の
、

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
部
分
が
あ
る
た
め
、
勝
つ
こ
と

が
で
き
る
チ
ー
ム
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
後
の
夏
の
大
会
に
向
け
、
チ
ー
ム
の
目
標
で

あ
る
「
全
道
大
会
へ
の
出
場
、
そ
し
て
甲
子
園
で

の
勝
利
」
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
方
の
支
え
が
あ
り
、
グ
ラ
ン

ド
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
で
、
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
チ
ー
ム
全
員
が
貪
欲

に
練
習
に
精
進
し
、
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
な
結
果
を
残
し
ま
す
。

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

今
年
度
は
3
年
生
11
名
、
2
年
生
3
名
、
1
年

生
5
名
の
女
子
計
19
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
昨

年
度
は
国
体
地
区
予
選
に
お
い
て
も
小
林
も
も
・

小
林
杏
実
ペ
ア
が
優
勝
、
そ
の
後
の
大
会
に
つ
い

て
も
旭
川
地
区
内
で
上
位
の
成
績
を
収
め
、
全
道

大
会
へ
も
進
出
し
、
多
く
の
経
験
を
積
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
度
の
5
月
に
行
わ
れ
た
高
体
連
地

区
大
会
。
旭
川
商
業
、
羽
幌
、
留
萌
と
争
っ
た
予

選
リ
ー
グ
に
お
い
て
見
事
1
位
通
過
を
果
た
し
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
ま
し
た
。
1
回
戦

の
旭
川
西
に
勝
利
し
、
旭
川
明
成
と
対
戦
し
ま
し

た
が
、
惜
敗
し
3
位
決
定
戦
へ
。
全
道
大
会
出
場

を
か
け
て
旭
川
東
と
対
戦
し
、
互
角
以
上
の
勝
負

を
繰
り
広
げ
た
も
の
の
、
力
及
ば
ず
に
敗
れ
、
目

標
と
し
て
い
た
団
体
で
の
全
道
大
会
進
出
は
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
、
個
人
戦

で
は
佐
藤
・
多
田
ペ
ア
と
小
林
も
も
・
小
林
杏
実

ペ
ア
が
と
も
に
ベ
ス
ト
8
に
進
出
し
、
見
事
全
道

大
会
へ
の
出
場
権
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

去
る
6
月
、
帯
広
に
て
行
わ
れ
た
全
道
大
会
で

は
佐
藤
・
多
田
ペ
ア
は
惜
し
く
も
1
回
戦
敗
退
、

小
林
も
も
・
小
林
杏
実
ペ
ア
は
順
調
に
勝
ち
進
み
、

3
回
戦
で
と
わ
の
森
三
愛
高
校
（
最
終
結
果
ベ
ス

ト
4
）
の
選
手
を
相
手
に
2
セ
ッ
ト
を
奪
う
見
事

な
勝
負
を
演
じ
ま
し
た
。

11
名
の
3
年
生
が
高
体
連
を
最
後
に
引
退
し
、

部
員
は
半
数
以
下
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
川
崎

帆
乃
花
部
長
の
も
と
、
部
員
8
人
で
力
を
合
わ
せ

て
練
習
に
励
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
北

高
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
へ
の
応
援
、
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
男
子
硬
式
テ
ニ
ス
部

今
年
度
の
男
子
テ
ニ
ス
部
は
、
3
年
生
8
名
、

2
年
生
10
名
、
1
年
2
名
の
計
20
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。昨
年
度
、新
人
戦
は
団
体
・
ダ
ブ
ル
ス
・

シ
ン
グ
ル
ス
と
全
て
優
勝
す
る
と
い
う
快
挙
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
が
、
全
道
大
会
が
見
学
旅
行
の
日

程
と
重
な
っ
て
お
り
、
残
念
な
が
ら
辞
退
す
る
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
高
体
連
。
今
年
度
は
つ
い
に
団
体
戦

で
優
勝
、
3
年
連
続
全
道
出
場
を
は
た
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。個
人
戦
も
ダ
ブ
ル
ス
で
1
ペ
ア（
原

田
・
澤
渡
1
位
）、
シ
ン
グ
ル
ス
は
1
名
（
澤
渡

2
位
）
が
個
人
戦
で
も
全
道
出
場
を
果
た
し
ま
し

た
。
な
か
で
も
澤
渡
は
、
3
種
目
全
て
で
全
道
出

場
を
は
た
し
、
2
冠
を
達
成
し
ま
し
た
。
全
道
大

会
で
は
、
昨
年
度
の
雪
辱
を
果
た
せ
る
よ
う
1
つ

で
も
多
く
勝
ち
上
が
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

残
り
少
な
い
期
間
を
集
中
し
て
準
備
し
、
結
果
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
新
体
制
と
な
り
ま
す
が
、
1
・
2
年
生

の
12
名
で
、
先
輩
方
を
越
え
る
よ
う
熱
心
に
練
習

し
て
い
ま
す
。
テ
ニ
ス
を
通
し
自
分
と
向
き
合
う

こ
と
で
、
積
み
重
ね
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
周
囲

の
支
え
を
感
じ
な
が
ら
、
部
員
一
丸
と
な
っ
て
テ

ニ
ス
に
打
ち
込
ま
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
女
子
硬
式
テ
ニ
ス
部

今
年
は
5
月
に
行
わ
れ
た
高
体
連
旭
川
支
部
予

選
に
、
2
年
生
主
体
で
望
み
ま
し
た
。
し
か
し
、

他
校
の
3
年
生
の
壁
は
厚
く
団
体
戦
は
第
3
位
、

個
人
戦
ダ
ブ
ル
ス
、
個
人
戦
シ
ン
グ
ル
ス
と
も
に

全
道
大
会
出
場
権
を
獲
得
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
は
新
チ
ー
ム
に
移
行
と
な
り
、
現
2
年
生

5
人
に
新
入
部
員
4
人
を
迎
え
て
の
活
動
と
な
り

ま
す
。
新
入
部
員
は
初
心
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、

4
人
と
も
上
達
が
見
込
め
、
今
後
が
楽
し
み
で
す
。

2
年
生
も
上
位
進
出
の
た
め
の
実
力
は
充
分
あ
り

ま
す
。
新
チ
ー
ム
で
の
秋
季
大
会
が
楽
し
み
な
チ

ー
ム
で
あ
り
、
上
位
進
出
に
向
け
頑
張
ら
せ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

今
年
は
選
手
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
あ
わ
せ
て
10
人

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
選
手
が
7
人
と
か
な
り

少
な
い
状
況
で
し
た
。
大
会
に
対
す
る
不
安
が
な

か
っ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
分
た
ち

は
そ
の
少
な
さ
を
活
か
し
た「
効
率
の
良
い
練
習
」

を
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の

練
習
の
甲
斐

あ
っ
て
、
最

初
の
大
会
で

は
ラ
イ
バ
ル

校
と
の
激
闘

の
末
、
粘
り

の
バ
レ
ー
で

勝
利
す
る
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。
次
の

選
手
権
大
会

地
区
予
選
で

は
準
優
勝
と

な
り
、
全
道

大
会
出
場
を

果
た
し
、
全

道
ベ
ス
ト
16

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
最
高

の
滑
り
出
し
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
大
会
で
は
、
ラ
イ
バ
ル
校

に
敗
戦
し
、
思
う
よ
う
な
結
果
が
出
せ
な
い
時
期

が
続
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
自
分
た
ち
は
「
失
敗
か

ら
学
ぶ
」
こ
と
を
考
え
、
細
か
く
分
析
し
、
次
に

繋
が
る
練
習
を
す
る
た
め
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
力

を
入
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
練
習
で
は
精
一
杯
頑
張

り
ま
し
た
。
目
標
「
全
道
大
会
出
場
」
を
目
指
し
、

声
を
出
し
、
ミ
ス
し
て
も
励
ま
し
合
い
、
前
向
き

に
精
進
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
の
春
、
新
一
年
生
が
ど
れ
ぐ
ら
い

来
て
く
れ
る
の
か
期
待
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
嬉
し

い
こ
と
に
選
手
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
あ
わ
せ
て
13
人

も
入
部
し
て
く
れ
ま
し
た
。
一
年
生
の
応
援
は
、

コ
ー
ト
に
立
つ
選
手
の
背
中
を
強
く
押
し
て
く
れ

る
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
迎
え
た
三
年
生
最
後
の

大
会
・
高
体
連
支
部
予
選
。
実
力
が
拮
抗
す
る
相

手
と
の
試
合
は
接
戦
の
末
、
勝
利
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
結
果
は
3
位
。「
全
道
大
会
出
場
」

と
い
う
目
標
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
後

ま
で
応
援
し
て
く
れ
た
両
親
、
顧
問
、
友
達
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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22 第54回 旭川北高等学校同窓会

平成30年4月から令和元年5月末日までの
成績（大会の結果等）を中心とした部活
動の紹介及び近況報告です。
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そう、これが北高。 北高 NOW



（
大
会
結
果
）

◇
旭
川
支
部
春
季
大
会

一
回
戦　
　
　

旭
川
北　

2
―
0　

旭
川
永
嶺

二
回
戦　
　
　

旭
川
北　

2
―
1　

富
良
野

準
決
勝　
　
　

旭
川
北　

0
―
2　

旭
川
実
業

三
位
決
定
戦　

旭
川
北　

2
―
1　

旭
川
東

　
　
　
　
　
　

※
第
3
位（
第
三
シ
ー
ド
獲
得
）

◇
高
体
連
旭
川
支
部
予
選
会

予
選
グ
ル
ー
プ
戦

　
　
　
　
　
　

旭
川
北　

0
―
2　

旭
川
西

　
　
　
　
　
　

旭
川
北　

2
―
0　

旭
川
高
専

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

　
　
　
　
　
　

旭
川
北　

2
―
0　

富
良
野

決
勝
リ
ー
グ

　
　
　
　
　
　

旭
川
北　

0
―
2　

旭
川
実
業

　
　
　
　
　
　

旭
川
北　

0
―
2　

旭
川
工
業

　
　
　
　
　
　

旭
川
北　

2
―
1　

旭
川
東

　
　
　
　
　
　

※
第
3
位

●
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

今
年
度
は
、
3
年
生
9
名
、
2
年
生
9
名
、
1

年
生
8
名
の
合
計
26
名
で
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

前
チ
ー
ム
は
1
月
に
行
わ
れ
た
新
人
戦
と
5
月
の

高
体
連
の
旭
川
予
選
で
ベ
ス
ト
4
に
残
り
、
全
道

大
会
ま
で
も
う
一
歩
と
い
う
大
き
な
収
穫
あ
る
1

年
で
し
た
。
新
チ
ー
ム
は
昨
年
度
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー

メ
ン
バ
ー
が
2
人
残
っ
た
も
の
の
戦
力
的
に
は
か

な
り
ダ
ウ
ン
し
た
状
態
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
。
選
手
権
予
選
お
よ
び
冬
季
大
会
で
シ
ー
ド

を
明
け
渡
す
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し

か
し
合
宿
等
を
通
じ
、
確
実
に
チ
ー
ム
力
を
つ
け

て
ゆ
き
ま
し
た
。
今
年
の
10
連
休
で
は
、
前
半
は

北
見
遠
征
、
後
半
は
深
川
合
宿
を
実
施
し
、
力
の

あ
る
チ
ー
ム
と
数
多
く
の
練
習
試
合
を
経
験
し
、

高
体
連
へ
の
準
備
を
し
っ
か
り
と
し
て
向
か
い
ま

し
た
。
予
選
ブ
ロ
ッ
ク
の
鷹
栖
戦
は
危
な
げ
な
く

勝
利
す
る
事
が
で
き
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進

出
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
初
戦
か
ら
旭
川
商
業

高
校
と
の
戦
い
に
な
り
ま
し
た
。
1
セ
ッ
ト
目
中

盤
か
ら
固
さ
が
目
立
ち
、
自
分
達
の
ミ
ス
か
ら
失

点
を
許
し
ま
し
た
が
、
終
盤
か
ら
よ
う
や
く
自
分

達
の
ペ
ー
ス
を
取
り
戻
し
、
19
点
ま
で
追
い
上
げ

ま
し
た
。
続
く
2
セ
ッ
ト
目
は
最
初
か
ら
大
接
戦

で
し
た
が
、
一
歩
及
ば
ず
、
結
局
23
―
25
で
敗
北

し
ま
し
た
。
敗
れ
た
も
の
の
、
旭
商
と
最
後
ま
で

粘
り
強
く
戦
え
た
こ
と
、
最
高
の
ゲ
ー
ム
展
開
を

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
事
は
大
き
な
自
信
に
な
り

ま
し
た
。
新
チ
ー
ム
は
今
回
の
経
験
を
糧
に
よ
り

高
い
目
標
を
掲
げ
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

◇
新
人
大
会
旭
川
地
区
予
選（平

成
31
年
1
月
12
日
）

1
回
戦

旭
川
北　

2（

25
―
5

25
―
13）

0　

旭
川
農
業

1
回
戦

旭
川
北　

0（

12
―
25

9
―
25）

2　

旭
川
大
学
高

◇
旭
川
支
部
冬
季
大
会
（
平
成
31
年
2
月
9
日)

1
回
戦

旭
川
北　

2（

25
―
18

25
―
15）

0　

旭
川
南

2
回
戦

旭
川
北　

0（

18
―
25

15
―
25）

2　

旭
川
明
成

◇
旭
川
支
部
春
季
大
会
（
平
成
31
年
4
月
20
日)

1
回
戦

旭
川
北　

0（
15
―
25

13
―
25）

2　

旭
川
西

◇
高
体
連
旭
川
支
部
予
選（令

和
元
年
5
月
22
日
～)

予
選
ブ
ロ
ッ
ク
戦

旭
川
北　

2（

25
―
5

25
―
3）
0　

鷹
栖

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦　

1
回
戦

旭
川
北　

0（

19
―
25

23
―
25）

2　

旭
川
商
業

●
サ
ッ
カ
ー
部

現
在
サ
ッ
カ
ー
部
は
3
年
生
が
引
退
し
、
2
年

生
9
人
、
1
年
生
11
人
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
4
人
、

顧
問
の
安
藤
先
生
、
木
下
先
生
の
計
26
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

北
高
は
進
学
校
で
唯
一
、
道
北
プ
リ
ン
ス
リ
ー

グ
1
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
こ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
で
戦
え
る
の
も
先
輩
達
の
努
力
の
お
か

げ
で
す
。
私
た
ち
も
1
部
残
留
を
達
成
し
、
後
輩

達
に
た
す
き
を
託
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

サ
ッ
カ
ー
を
続
け
ら
れ
る
進
学
校
と
し
て
、
地
域

か
ら
愛
さ
れ
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。ま

た
高
体
連
や
選
手
権
な
ど
の
カ
ッ
プ
戦
で
は

長
く
成
果
を
出
せ
て
い
な
い
の
で
、
全
道
大
会
進

出
の
ニ
ュ
ー
ス
を
先
輩
方
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

◇
2
0
1
8
プ
リ
ン
ス
リ
ー
グ
道
北
1
部

　

4
勝
2
分
8
敗　

7
位　

1
部
残
留

◇
2
0
1
8
選
手
権　
　
　

3
回
戦
敗
退

　

2
回
戦　

旭
川
農
業
1
―
1　

Ｐ
Ｋ
3
―
1

　

3
回
戦　

旭
川
永
嶺
0
―
2

◇
2
0
1
8
フ
ッ
ト
サ
ル

　

予
選
リ
ー
グ

　
　

旭
川
商
業
4
―
1

　

旭
川
農
業
5
―
1

　

旭
川
工
業
4
―
2　
　

1
位
通
過

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

旭
川
永
嶺
1
―
1　

Ｐ
Ｋ
2
―
3

◇
2
0
1
9
高
体
連

　

2
回
戦
敗
退

　

1
回
戦　

旭
川
高
専
3
―
1

　

2
回
戦　

旭
大
高　

0
―
6

●
卓
球
部

卓
球
部
は
、
3
年
生
が
引
退
し
、
男
子
11
人
、

女
子
5
人
で
日
々
全
力
で
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
高
体
連
旭
川
支
部
大
会
の
結
果
は
、
男
子

団
体
3
位
、
女
子
団
体
3
位
と
全
道
大
会
出
場
に

は
あ
と
一
歩
届
か
ず
、
シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル
ス

で
も
惜
し
く
も
代
表
は
獲
得
で
き
な
い
悔
し
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

男
子
は
3
年
連
続
3
位
で
全
道
出
場
を
あ
と
一

歩
の
と
こ
ろ
で
逃
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
こ
の
悔

し
さ
を
決
し
て
忘
れ
ず
に
、
ま
ず
は
11
月
の
新
人

戦
で
の
男
女
全
道
出
場
を
目
標
に
、
そ
し
て
来
年

の
高
体
連
で
も
、
男
女
と
も
に
全
道
大
会
へ
出
場

で
き
る
よ
う
、
日
々
の
練
習
を
怠
ら
ず
に
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
高
体
連
旭
川
支
部
大
会
予
選
結
果
】

〇
女
子
学
校
対
抗
予
選
リ
ー
グ

　

旭
川
北　

3
―
1　

旭
川
西

　

旭
川
北　

3
―
1　

旭
川
東

　

旭
川
北　

2
―
3　

旭
川
永
嶺

〇
女
子
学
校
対
抗
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

旭
川
北　

2
―
3　

旭
川
商
業

◇
男
子
学
校
対
抗
予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

旭
川
北　

3
―
1　

旭
川
南

　

旭
川
北　

3
―
2　

羽
幌

◇
男
子
学
校
対
抗
決
勝
リ
ー
グ

　

旭
川
北　

3
―
1　

旭
川
工
業

　

旭
川
北　

0
―
3　

旭
川
実
業

　

旭
川
北　

1
―
3　

旭
川
東

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
男
子
26
人
、
女
子
24
人
の

計
50
人
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
男
女
と
も
に
仲

が
良
く
、
ど
ん
な
辛
い
練
習
で
も
協
力
し
、
毎
日

明
る
く
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

顧
問
の
先
生
を
は
じ
め
、
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ
、
大
学

生
や
実
業
団
選
手
の
方
々
な
ど
多
く
の
方
々
の
応

援
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
昨
年
度
は
高
体
連
全

道
大
会
で
女
子
団
体
3
位
、
個
人
戦
で
は
シ
ン
グ

ル
ス
で
ベ
ス
ト
8
に
入
る
と
い
う
結
果
を
残
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
10
年
ぶ
り

に
男
女
と
も
に
団
体
で
高
体
連
全
道
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
よ
り
一
層
練
習
に
励
み
、
よ
り
良
い

成
績
を
残
せ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
一
番
の
目
標
で

あ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
目
指
し
て
み
ん
な
で

切
磋
琢
磨
し
て
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
平
成
30
年
度
主
な
大
会
結
果
】

◇
国
民
体
育
大
会
北
海
道
予
選

（
平
成
30
年
5
月
11
日
～
13
日　

小
樽
市
）

少
年
女
子
複　

中
村
・
岡
田　
　

2
回
戦
敗
退

◇
高
体
連
旭
川
支
部
大
会

（
平
成
30
年
5
月
28
日
～
30
日　

旭
川
市
）

　

男
子
団
体　
　
　
　
　
　
　
　

1
回
戦
敗
退

　

女
子
団
体　
　
　
　
　
　
　
　

準
優
勝

　

男
子
複　
　

江
渕
・
西
山　
　

ベ
ス
ト
8
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北高 NOW そう、これが北高。



　
　
　
　
　
　

両
角
・
舟
根　
　

3
回
戦
敗
退

　
　
　
　
　
　

梅
田
・
石
山　
　

2
回
戦
敗
退

　

女
子
複　
　

中
村
・
岡
田　
　

第
3
位

　
　
　
　
　
　

志
摩
・
高
橋　
　

ベ
ス
ト
8

　
　
　
　
　
　

佐
藤
・
鈴
木　
　

1
回
戦
敗
退

　

男
子
単　
　

江
渕　
　
　
　
　

2
回
戦
敗
退

　
　
　
　
　
　

西
山　
　
　
　
　

2
回
戦
敗
退

　
　
　
　
　
　

梅
田　
　
　
　
　

1
回
戦
敗
退

　

女
子
単　
　

中
村　
　
　
　
　

準
優
勝

　
　
　
　
　
　

岡
田　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
8

　
　
　
　
　
　

志
摩　
　
　
　
　

2
回
戦
敗
退

◇
高
体
連
全
道
大
会

（
平
成
30
年
6
月
12
日
～
15
日　

旭
川
市
）

　

女
子
団
体　
　
　
　
　
　
　
　

第
3
位

　

女
子
複　
　

中
村
・
岡
田　
　

2
回
戦
敗
退

　

女
子
単　
　

中
村　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
8

◇
北
海
道
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

（
平
成
30
年
8
月
17
日
～
19
日　

江
別
市
）

　

高
校
女
子
複　

岡
田
・
志
摩　

1
回
戦
敗
退

◇
北
海
道
高
等
学
校
新
人
大
会

（
平
成
31
年
1
月
16
日
～
19
日　

北
見
市
）

　

女
子
団
体　
　
　
　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
8

　

女
子
複　
　

岡
田
・
志
摩　
　

1
回
戦
敗
退

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

私
た
ち
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、「
打
倒
旭
商
!

小
野
崎
先
生
に
勝
利
を
!
」
を
目
標
に
顧
問
の
小

野
崎
先
生
、
本
田
先
生
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
日
々
楽
し
く
一
生
懸

命
活
動
し
て
い
ま
す
。
夏
は
合
宿
や
遠
征
で
練
習

試
合
を
し
て
経
験
を
積
み
、
冬
で
は
個
々
の
技
術

を
上
げ
る
た
め
に
、
階
段
ダ
ッ
シ
ュ
や
羽
打
ち
を

し
て
い
ま
す
。

部
員
も
25
名
と
こ
こ
10
年
間
で
一
番
多
く
な
り

ま
し
た
。
今
年
の
高
体
連
で
は
3
年
生
を
中
心
に

守
備
を
鍛
え
て
、
2
点
を
先
制
さ
れ
な
が
ら
も
逆

転
で
勝
利
を
お
さ
め
、
二
連
覇
を
す
る
こ
と
が
で

き
、
全
道
大
会
で
も
旭
川
北
高
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

の
新
た
な
一
ペ
ー
ジ
に
足
跡
を
残
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

新
チ
ー
ム
で
も
、
先
輩
方
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と

を
大
事
に
し
、
新
人
戦
で
旭
川
商
業
に
勝
っ
て
、

ま
た
、
全
道
大
会
に
行
け
る
よ
う
に
、
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
日
々
の
練
習
を
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
応
援
団

北
高
応
援
団
は
、
男
子
の
応
援
団
と
女
子
の
チ

ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
動
目
的
は
、
ス
タ
ル
ヒ
ン
球
場
で
行
わ
れ
る
野

球
部
の
試
合
で
応
援
の
先
導
役
を
す
る
こ
と
で
す
。

現
在
、
応
援
団
10
名
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
24

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

応
援
団
は
団
員
が
少
な
い
た
め
、
歴
代
、
少
林

寺
拳
法
部
が
団
員
を
兼
部
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
は
、
野
球
応
援
以
外
に
も
、

学
生
合
同
文
化
祭
や
北
海
道
音
楽
大
行
進
な
ど
の

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
、
好
評
を
博
し
て

い
ま
す
。
個
々
の
技
量
の
向
上
と
、
全
体
の
動
き

の
統
一
感
を
大
切
に
し
、
日
々
練
習
を
積
み
重
ね

て
い
ま
す
。

何
は
と
も
あ
れ
、
北
高
野
球
部
が
ま
た
甲
子
園

に
出
場
で
き
る
よ
う
精
一
杯
応
援
し
、
最
後
に
は

甲
子
園
球
場
の
ス
タ
ン
ド
で
全
校
生
徒
や
多
く
の

先
輩
達
と
一
緒
に
応
援
す
る
こ
と
が
、
団
員
の
夢

で
す
。

●
剣
道
部

今
年
は
新
入
生
5
名
が
入
部
し
、
男
子
4
名
、

女
子
3
名
、
総
勢
7
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
少

な
い
部
員
で
す
が
先
輩
た
ち
が
築
い
て
き
た
伝
統

を
受
け
継
ぎ
、「
全
道
優
勝
」
を
目
標
に
、「
人
間

形
成
」
を
目
的
に
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

凛
と
し
た
姿
で
溌
剌
と
活
躍
で
き
る
剣
道
部
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
勉
強
と
部
活
動
は
支
え
合
う
の

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
強
く
な
る
道
は
同
じ
で
あ

る
と
い
う
考
え
の
も
と
、
文
武
の
き
り
か
え
を
し

っ
か
り
し
て
高
校
生
活
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
男
女
共
、
ま
と
も
に
団
体
を
組
む
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
高
体
連
は
女
子
3
人

で
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
北
高
剣
道
部
の
伝
統

を
守
る
た
め
に
必
死
に
頑
張
り
、
な
ん
と
か
2
位

で
全
道
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
道
大
会
で
は
勝
ち
上
が
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
後
に
向
け
て
貴
重
な
経
験
を
積
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
国
大
会
を
目
指
し
て
練

習
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

魅
力
的
な
剣
道
部
づ
く
り
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
北
高
の
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
方
々
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
、
ご
声
援
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
平
成
30
年
度
お
も
な
大
会
結
果
】

◇
全
道
段
別
選
手
権
大
会
出
場

　
　

女
子
三
段
の
部

　
　
　

青
池
（
3
年
）、
丸
田
（
3
年
）

◇
高
体
連
旭
川
支
部
大
会

女
子
団
体
2
位

女
子
個
人　

優
勝　

青
池
（
3
年
）、

　
　
　
　
　

3
位　

丸
田
（
3
年
）

◇
高
体
連
全
道
大
会
出
場

女
子
団
体
、
女
子
個
人

　

青
池
（
3
年
）、
丸
田
（
3
年
）

男
子
個
人　

堀
田
（
3
年
）

◇
国
体
全
道
予
選
出
場

男
子
個
人　

関
（
3
年
）

【
令
和
元
年
度
お
も
な
大
会
結
果
】

◇
旭
川
地
区
少
年
剣
道
大
会

　

女
子
団
体
3
位

◇
全
道
段
別
選
手
権
大
会
出
場

　

女
子
二
段
の
部　

柴
田
（
1
年
）

男
子
初
段
の
部　

小
谷
（
3
年
）、廣
島
（
1
年
）

◇
高
体
連
旭
川
支
部
大
会

　

女
子
団
体
2
位

◇
高
体
連
全
道
大
会

　

女
子
団
体
出
場

●
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

今
年
度
は
3
年
生
5
名
、
2
年
生
3
名
、
1
年

生
5
名
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
3
名
の
16
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
人
数
が
少
な
く
、
怪
我

人
も
多
く
、
1
年
間
を
通
し
て
5
対
5
の
練
習
が

で
き
な
い
と
い
う
状
況
で
し
た
が
、
な
ん
と
か
春

季
大
会
は
ベ
ス
ト
4
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
体
連
大
会
で
は
シ
ー
ド
校
と
対
戦
し
、
残
念
な

が
ら
1
回
戦
で
敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

新
チ
ー
ム
も
人
数
が
少
な
く
、
大
き
な
選
手
も

い
な
い
と
い
う
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
そ
の
分
声

を
出
し
、
活
気
あ
る
練
習
を
心
が
け
日
々
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
再
び
全
道
大
会
へ
出
場
で
き
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
の
で
、
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

◇
選
手
権
旭
川
予
選

1
回
戦　

旭
川
北　

68
―
43　

旭
川
西

2
回
戦　

旭
川
北　

54
―
93　

旭
川
実
業

2
回
戦
敗
退

◇
旭
川
支
部
秋
季
大
会

1
回
戦　

旭
川
北　

76
―
67　

旭
川
明
成

2
回
戦　

旭
川
北　

56
―
125　

旭
川
永
嶺

2
回
戦
敗
退

◇
新
人
戦
旭
川
予
選

1
回
戦　

旭
川
北　

80
―
69　

旭
川
南

2
回
戦　

旭
川
北　

64
―
111　

旭
川
永
嶺

2
回
戦
敗
退

◇
旭
川
支
部
春
季
大
会

1
回
戦　

旭
川
北　

71
―
55　

旭
川
西

2
回
戦　

旭
川
北　

78
―
71　

富
良
野

準
決
勝　

旭
川
北　

50
―
112　

旭
川
工
業

4
位　
　
　

◇
高
体
連
旭
川
支
部
予
選
会

1
回
戦　

旭
川
北　

47
―
104　

旭
川
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
回
戦
敗
退

●
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

私
た
ち
は
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
3
年
生
4
名
、
2
年

生
2
名
、
1
年
生
6
名
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
1
年
生

1
名
の
計
13
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
部
員
は
少

な
い
で
す
が
、
限
ら
れ
た
練
習
時
間
、
少
な
い
人

数
で
も
そ
れ
ら
を
プ
ラ
ス
に
し
て
こ
れ
ま
で
練
習

し
て
き
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
、
全
道
大
会
出
場
と

い
う
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
、『
心
を
込
め
て
』

頑
張
り
ま
す
。

◇
平
成
30
年
度　

北
海
道
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会　

旭
川
地
区
予
選
会

1
回
戦　

旭
川
北　

77
―
75　

旭
川
実
業

2
回
戦　

旭
川
北　

36
―
108　

旭
川
藤
女
子
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◇
平
成
30
年
度　

旭
川
支
部
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
秋
季
大
会

1
回
戦　

旭
川
北　

50
―
71　

旭
川
南

◇
第
31
回　

北
海
道
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
新
人
大
会　

旭
川
地
区
予
選
会

1
回
戦　

旭
川
北　

68
―
94　

旭
川
龍
谷

◇
平
成
31
年
度　

旭
川
地
区
春
季
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
選
手
権
大
会

1
回
戦　

旭
川
北　

48
―
94　

旭
川
龍
谷

◇
令
和
元
年
度　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
大
会　

旭
川
支
部
予

選
会1

回
戦　

旭
川
北　

77
―
45　

旭
川
西

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
決
定
戦　

　
　
　
　

旭
川
北　

46
―
87　

旭
川
明
成

●
山
岳
部

山
岳
部
は
、
男
子
3
名
女
子
1
名
を
新
入
部
員

に
迎
え
、
竹
中
先
生
、
細
野
先
生
、
及
川
先
生
の

指
導
の
も
と
、
男
子
9
名
女
子
4
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
休
日
は
オ
プ
タ
テ
シ
ケ
山
・
十
勝
岳
・

富
良
野
岳
な
ど
の
十
勝
連
峰
・
芦
別
岳
・
天
塩
岳

な
ど
近
郊
の
山
を
登
っ
て
い
ま
す
。
平
日
は
週
3

回
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
雨
天
の
場
合
は
地
形
図
の
学
習
や
天
気
図
の

学
習
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
や
秋
の
連
休
に

は
長
期
の
合
宿
を
組
ん
で
い
ま
す
。
7
月
に
は
3

泊
4
日
で
利
尻
岳
へ
合
宿
に
行
き
ま
し
た
。
フ
ェ

リ
ー
で
海
を
渡
り
、
海
抜
0
メ
ー
ト
ル
か
ら
の
登

山
を
し
ま
し
た
。
山
頂
か
ら
海
を
望
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
9
月
は
、
山
中
2
泊
で
天
人
峡
か
ら

ク
ワ
ウ
ン
ナ
イ
川
を
遡
行
し
て
、
大
雪
の
山
を
縦

走
し
ま
し
た
。
沢
で
魚
を
釣
っ
て
食
べ
た
り
、
た

き
火
を
し
た
り
と
、
充
実
し
た
3
日
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

登
山
に
必
要
な
装
備
や
食
料
は
自
分
た
ち
で
準

備
し
ま
す
。
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
自
分
た
ち

で
準
備
を
す
る
こ
と
に
よ
り
登
山
に
よ
り
責
任
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

登
山
に
も
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
つ
な
が
る
競
技
大

会
が
あ
り
ま
す
。
登
山
競
技
は
タ
イ
ム
を
競
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
隊
行
動
に
遅
れ
な
い
体

力
と
歩
行
技
術
が
あ
る
こ
と
が
上
位
に
入
賞
す
る

最
低
条
件
で
す
。
加
え
て
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
や

行
動
中
テ
ス
ト
に
よ
り
山
域
の
自
然(

植
生
・
地

質
・
地
形)

に
つ
い
て
の
知
識
や
、
地
図
を
読
む

力
を
は
か
ら
れ
ま
す
。
気
象
に
関
す
る
知
識
、
幕

営
技
術
、
調
理
、
装
備
な
ど
も
審
査
さ
れ
、
隊
と

し
て
の
総
合
力
が
と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

近
年
、
地
区
大
会
で
は
全
国
大
会
の
常
連
で
あ

る
旭
川
東
高
校
に
連
勝
を
許
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
男
女
と
も
に
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
全
道
大
会
は
6
月
25
日
～
28
日
の
日
程
で
雄

阿
寒
岳
と
雌
阿
寒
岳
で
行
わ
れ
ま
す
。
北
高
山
岳

部
初
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

●
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
は
3
年
20
名
、
2
年
9
名
、

1
年
9
名
の
計
38
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

6
月
5
日
か
ら
キ
ロ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
で
行
わ
れ
た

春
季
全
道
大
会
（
高
体
連
）
で
は
、
か
ろ
う
じ
て

女
子
個
人
と
男
子
個
人
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
出
場

権
を
得
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
少
し
で
も

上
位
に
食
い
込
め
る
よ
う
、
ま
た
、
来
年
こ
そ
は

男
女
と
も
に
団
体
で
出
場
で
き
る
よ
う
、
頑
張
り

ま
す
。

現
在
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
以
外
に
も
、
茨
城
国
体

へ
の
出
場
や
、さ
ら
に
秋
季
全
道
大
会
（
新
人
戦
）

で
全
国
選
抜
大
会
の
出
場
権
を
得
る
こ
と
を
目
標

に
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
な
お
8
月
に
岩
手

県
で
開
か
れ
る
日
韓
交
流
事
業
・
全
国
高
等
学
校

ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
戦
（
1
・
2
年
生
の
代
表
選
手
に

よ
る
強
化
事
業
）
に
、
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と

し
て
本
校
の
男
子
3
名
・
女
子
4
名
が
出
場
予
定

で
す
。
出
場
す
る
7
名
に
と
っ
て
は
初
の
全
国
規

模
の
大
会
と
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

刺
激
を
受
け
、
今
後
に
生
か
せ
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。

【
春
季
全
道
大
会
（
6
月
、
帯
広
の
森
）】　

男
子
団
体
2
位

（
佐
々
木
、
鈴
木
耕
、
上
西
、
滝
口
）

女
子
団
体
3
位（梅

木
、
山
崎
、
中
川
、
山
本
紗
）

男
子
個
人
3
位
（
佐
々
木
）

　
　
　
　

5
位
（
上
西
）

女
子
個
人
優
勝
（
中
川
）

●
少
林
寺
拳
法
部

今
年
度
は
、
男
子
11
名
・
女
子
22
名
の
計
33
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
新
人
戦
全
道
大

会
で
は
男
子
規
定
組
演
武
1
位
、
男
子
規
定
組
演

武
2
位
と
な
り
、
全
国
大
会
出
場
を
果
た
し
、
規

程
単
独
演
武
で
は
伊
藤
が
全
国
3
位
に
入
り
ま
し

た
。
6
月
の
高
体
連
全
道
大
会
で
は
残
念
な
が
ら

全
国
大
会
出
場
を
逃
し
ま
し
が
、
12
月
の
新
人
戦

で
は
男
女
と
も
に
全
国
大
会
に
出
場
で
き
る
よ
う

に
今
後
も
練
習
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
平
成
30
年 

新
人
戦
全
道
大
会

（
12
月
2
日　

千
歳
市
総
合
武
道
館
）

〈
男
子
〉

　

団
体
演
武

三
井
②･

長
谷
川
②･

山
上
①･

伊
藤
①･

板
山
①･

髙
橋
①
組　

3
位

　

自
由
組
演
武

三
井
②･

長
谷
川
②
組　

3
位

規
程
組
演
武

髙
橋
①･

武
井
①
組　

2
位 

全
国
大
会
出
場

板
山
①･

小
嶋
①
組　

本
選
出
場

規
程
単
独
演
武

伊
藤
①　

1
位　

全
国
大
会
出
場

山
上
①　

本
選
出
場

〈
女
子
〉

規
程
組
演
武

内
田
①･

前
田
①
組　

3
位

川
越
①･

冨
宅
①
組　

本
選
出
場

自
由
単
独
演
武　
　

森
③　

本
選
出
場

◇
平
成
31
年 

新
人
戦
全
国
大
会
（
3
月
23
～
25

日　

香
川
県
善
通
寺
市
民
体
育
館
）

〈
男
子
〉

規
程
組
演
武　
　

髙
橋
・
武
井　

9
位

規
程
単
独
演
武　
　

伊
藤　

3
位

◇
令
和
元
年 
高
体
連
全
道
大
会
（
6
月
15
・
16

日　

苫
小
牧
東
高
校
体
育
館
）

〈
男
子
〉

団
体
演
武

三
井
③･

長
谷
川
③･
山
上
②･

伊
藤
②･

板
山
②
・
髙
橋
②
組　

2
位

組
演
武　

三
井
③･

長
谷
川
③
組　

5
位

単
独
演
武　
　

伊
藤
②　

本
選
出
場

総
合　
　

3
位

〈
女
子
〉

団
体
演
武

木
村
③･

森
③･

高
岡
③･

村
田
③･

五
十
嵐
美
②･

前
田
②
組　

3
位

組
演
武

木
村
③･

森
③
組
、
高
岡
③･

村
田
③
組

　

本
選
出
場

単
独
演
武　
　

川
越
②　

本
選
出
場

●
囲
碁
部

今
年
度
の
囲
碁
部
は
、
5
月
の
全
道
高
等
学
校

囲
碁
選
手
権
大
会
に
参
加
し
、
見
事
個
人
7
位
の

成
績
を
あ
げ
、
勢
い
づ
い
て
い
ま
す
。

練
習
に
も
熱
が
こ
も
り
、
将
棋
大
会
に
も
参
加

し
な
が
ら
、
自
己
の
棋
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
は
、
秋
の
大
会
を
目
指
し
て
練
習
に
励
ん

で
お
り
ま
す
。

●
吹
奏
楽
部

吹
奏
楽
部
は
現
在
、
1
年
生
17
名
、
2
年
生
18

名
、
3
年
生
8
名
の
計
43
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
音
楽
大
行
進
や
高
文
連
、
学
校
祭
演
奏
や

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
向
け
て
、
部
員
全
員
が
一
丸

と
な
っ
て
精
力
的
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
来
る
8
月
18
日
（
日
）
に
は
、
第
44

回
定
期
演
奏
会
を
旭
川
市
民
文
化
会
館
に
て
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、
是
非
会
場
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
平
成
30
年
度
の
活
動
内
容
及
び
成
績
】

◇
高
文
連
上
川
支
部
音
楽
発
表
大
会

　

発
表
部
門
参
加

◇
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
旭
川
地
区
予
選

　

高
等
学
校
A
編
成
の
部　

銀
賞

◇
第
43
回
定
期
演
奏
会
開
催

（
於
：
旭
川
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
）

◇
末
広
地
区
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
参
加

◇
北
海
道
管
楽
器
個
人
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
ク
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ー
ル
旭
川
地
区
予
選

　
　

フ
ル
ー
ト
独
奏　
　
　
　

金
賞

　
　

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
八
重
奏　

金
賞

　
　

金
管
八
重
奏　
　
　
　
　

金
賞

◎
校
内
活
動:

入
学
式
・
新
入
生
歓
迎
会
・
野
球

応
援
・
北
高
祭
・
卒
業
式
等
に
て
演
奏

●
写
真
部

こ
ん
に
ち
は
、
写
真
部
で
す
。

私
た
ち
写
真
部
は
現
在
1
年
生
7
名
、
2
年
生

6
名
、
3
年
生
7
名
の
20
名
と
顧
問
の
先
生
2
名

の
22
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

写
真
部
の
主
な
活
動
は
、
写
真
甲
子
園
や
高
文

連
へ
の
出
展
、
学
校
祭
で
の
展
示
、
学
校
行
事
や

他
部
活
の
活
動
風
景
の
撮
影
で
す
。
時
々
、
旭
山

動
物
園
な
ど
に
撮
影
に
行
っ
た
り
、
写
真
の
講
師

の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、
自
分
の
写
真
に
つ
い
て

の
講
評
を
い
た
だ
い
た
り
、
撮
影
技
術
な
ど
を
学

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
、
様
々
な
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
へ
の
応
募
を
始
め
ま
し
た
。
自
分
の
写
真
の
評

価
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
良
い
機
会
な
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
祭
の
展
示
で
は
、
学
年
ご
と
に
テ
ー
マ
を

決
め
て
約
2
0
0
枚
の
写
真
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
展
示
を
見
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
さ
ん

に
、
気
に
入
っ
た
写
真
に
つ
い
て
感
想
を
書
い
て

も
ら
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
自
分
の
写
真
に
対
す
る
直
接
的
な
評
価

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
各
自
で
課
題
を
見

つ
け
、
今
後
の
撮
影
へ
生
か
す
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。
他
に
も
特
別
企
画
と
し
て
、
文
芸
部
の
詩

と
写
真
部
の
写
真
を
組
み
合
わ
せ
て
1
つ
の
作
品

を
作
る
コ
ラ
ボ
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

高
文
連
で
は
、
6
名
が
全
道
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
全
道
大
会
は

も
ち
ろ
ん
、
全
国
大
会
へ
出
場
が
で
き
る
よ
う
に
、

部
員
一
同
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
平
成
30
年
度
高
文
連
上
川
支
部
写
真
展
・
研
究

大
会

銅
賞　
　

時
田　

里
南

入
選　
　

五
十
嵐
結
衣

　
　
　
　

中
出　

乃
亜

　
　
　
　

妻
沼　

空
那
（
2
年
）

奨
励
賞　

上
村
有
佳
里
（
3
年
）

　
　
　
　

狩
野　

涼
香
（
3
年
）

◇
高
文
連
第
42
回
全
道
高
等
学
校
写
真
展
・
研
究

大
会

佳
作　
　

時
田　

里
南

◇
第
5
回
高
校
生
フ
ォ
ト
グ
ラ
ン
プ
リ

優
秀
賞　

藤
野　

恭
子

入
選　
　

上
村
有
佳
里
（
3
年
）

　
　
　
　

狩
野　

涼
香
（
3
年
）

◇
第
34
回
東
川
国
際
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

東
川
ス
ト
リ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
2
0
1
8

全
国
雑
誌
掲
載

◇
小
中
高
生
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ

入
選　
　

2
・
3
年

◇
写
真
甲
子
園
コ
ラ
ボ
版
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
へ
の
表

紙
掲
載

●
美
術
部

今
年
度
、
美
術
部
は
3
年
生
10
人
、
2
年
生
8

人
、
1
年
生
5
人
の
計
23
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

油
彩
、
ペ
ン
画
、
水
彩
、
立
体
の
ジ
ャ
ン
ル
で
質

の
高
い
作
品
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
活
動
は
6
月
、
高
文
連
上
川
地
区
実
技

研
修
会
に
参
加
し
大
学
の
先
生
か
ら
実
技
を
通
し

て
様
々
な
技
法
を
学
び
ま
し
た
。
現
在
は
高
文
連

へ
向
け
て
の
作
品
を
制
作
中
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

自
分
の
描
き
た
い
モ
チ
ー
フ
を
探
し
、
個
性
豊
か

な
作
品
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
全
国
総
合

文
化
祭
に
も
2
年
連
続
の
出
品
と
な
り
、
今
年
は

佐
賀
県
の
大
会
へ
出
場
し
て
き
ま
す
。
今
年
、
美

術
部
卒
業
生
の
進
路
は
東
京
藝
術
大
学
、
金
沢
美

術
工
芸
大
学
、
多
摩
美
術
大
学
等
に
進
学
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
学
業
と
両
立
し
な
が
ら
活
躍
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
音
楽
部

い
く
つ
か
の
バ
ン
ド
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組

み
な
が
ら
練
習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
北
高
祭
、

図
書
館
コ
ン
サ
ー
ト
や
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
等

に
向
け
て
熱
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
よ
い
演
奏
が
で
き
る
よ
う
に
、
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。

●
書
道
部
　

今
年
度
は
1
年
生
が
4
名
入
部
し
、
2
年
生
8

名
、
3
年
生
9
名
の
合
計
21
名
で
、
北
高
祭
の
展

示
、
高
文
連
、
そ
の
他
の
書
道
展
に
向
け
て
日
々

作
品
制
作
を
し
て
い
ま
す
。
活
動
は
週
3
日
、
毎

週
水
曜
日
に
は
講
師
の
照
井
先
生
に
ご
指
導
し
て

い
た
だ
き
、
顧
問
の
高
橋
幸
生
先
生
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
を
参
考
に
し
て
技
術
を
磨
い
て
い
ま

す
。ま

た
、
学
校
祭
で
は
昨
年
に
続
き
、
今
年
も
書

道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
発
表
に
向
け
練
習
を
重
ね

て
い
ま
す
。
部
員
同
士
の
連
携
を
大
切
に
し
、
ご

来
場
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
に
な

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

春
休
み
に
は
上
川
地
区
合
同
合
宿
に
参
加
し
ま

し
た
。
10
月
に
あ
る
全
道
大
会
の
開
催
地
が
今
年

は
旭
川
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
回
の
合
宿
は
生

徒
が
主
体
と
な
っ
て
活
動
す
る
機
会
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
合
評
会
や
創
作
活
動
な
ど
、
班
に
分
か

れ
て
行
動
す
る
際
に
、
班
長
の
生
徒
が
そ
の
場
を

ま
と
め
る
な
ど
、
普
段
あ
ま
り
体
験
し
な
い
こ
と

が
で
き
て
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
他
校
の
先
生
方
か
ら
多
く
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
他
校
の
生
徒
の
作
品

か
ら
た
く
さ
ん
刺
激
を
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
も
さ

ら
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
え
る
充
実
し
た
合
宿

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
書
道
部
は
、
長
年
続
く
伝
統
を
守

り
、
そ
れ
を
後
輩
に
継
承
し
て
い
く
と
共
に
発
展

さ
せ
、
よ
り
一
層
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
自
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、

日
ご
ろ
か
ら
の
努
力
を
惜
し
ま
ず
仲
間
と
の
協
力

を
大
切
に
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

●
新
聞
局

新
聞
局
は
主
に
学
校
行
事
を
記
事
に
し
て
発
行

を
重
ね
、
学
校
生
活
の
活
性
化
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
活
動
を
継
続
し
て
い
く
内
に
、
理
解
者
が
少

し
ず
つ
増
え
、
現
在
は
七
名
の
局
員
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
内
容
は
「
校
内
英
語
ス

ピ
ー
チ
大
会
」・「
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
」・「
芸

術
鑑
賞
」・「
教
育
実
習
生
の
紹
介
」
な
ど
多
岐
に

渡
り
ま
す
。ま
た
、校
内
の
謎「
開
か
ず
の
扉
」、「
校

門
周
辺
の
謎
の
池
」
の
潜
入
取
材
を
行
い
「
北
高

探
検
隊
」
と
い
う
特
集
記
事
で
そ
の
様
子
を
紹
介

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
噂
の
検
証
」
と
い
う
題
で
、

北
高
の
シ
ベ
リ
ア
と
呼
ば
れ
る
旧
体
育
館
に
つ
な

が
る
廊
下
は
、
実
際
に
ど
れ
く
ら
い
寒
い
の
か
を

調
べ
た
記
事
も
書
い
て
、
新
し
い
取
り
組
み
も
増
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や
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
祭
だ
よ
り
を
定
期

的
に
発
行
し
、
学
校
祭
の
内
容
や
実
行
委
員
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
全
校
生
徒
に
伝
え
、
行
事
に
対
し
て

意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
努
め
て
い
ま
す
。

全
道
大
会
に
も
毎
年
参
加
し
て
お
り
、
北
海
道

高
等
学
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
平
成
23
年
に
は

奨
励
賞
、
25
年
に
は
優
秀
賞
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。新

聞
の
定
期
的
な
発
行
を
始
め
て
か
ら
現
在
で

9
年
目
。
顧
問
と
生
徒
も
新
聞
作
り
を
一
か
ら
学

び
な
が
ら
製
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
研
修
会

に
も
参
加
し
て
指
導
を
受
け
、
他
校
の
新
聞
に
学

び
な
が
ら
、
前
回
よ
り
も
さ
ら
に
よ
い
も
の
を
目

標
に
活
動
中
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
校
内
の
話
題
を

新
聞
記
事
に
し
て
面
白
い
新
聞
作
り
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

●
演
劇
部

昨
年
度
は
劇
団
氷
点
華
の
「
踊
る
氷
華
高
校
」

に
参
加
し
、学
校
祭
で
、1
年
生
3
人
に
よ
る
「
せ

ん
と
う
中
」、
高
文
連
大
会
で
「
渋
谷
で
も
ら
っ

た
不
思
議
な
木
の
実
の
話
」、
春
の
演
劇
祭
で
は

「Letters

」
を
上
映
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
1
年
生
3
名
、
2
年
生
1
名
、
3
年

生
4
名
の
計
8
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
去
年
に

引
き
続
き
劇
団
氷
点
華
の「
み
ん
な
の
お
し
ば
い
」

に
参
加
し
、
北
高
か
ら
は
5
名
が
キ
ャ
ス
ト
と
し

て
活
躍
し
、
裏
方
の
仕
事
に
も
注
力
し
ま
し
た
。

こ
の
劇
を
通
じ
て
皆
で
劇
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ

と
の
魅
力
や
演
じ
る
こ
と
の
難
し
さ
、
裏
方
の
仕

事
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

こ
の
経
験
を
い
か
し
、
現
在
は
7
月
の
学
校
祭

で
の
公
演
に
向
け
た
準
備
の
最
中
で
す
。
難
し
い

台
本
で
は
あ
り
ま
す
が
、
良
い
劇
を
作
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
精
一
杯
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
華
道
部

今
年
度
の
華
道
部
は
新
入
部
員
の
男
子
2
名
と

3
年
生
4
名
の
計
6
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
立

岩
先
生
の
ご
指
導
の
下
、
毎
週
水
曜
日
に
稽
古
に

励
ん
で
い
ま
す
。
毎
回
花
材
が
違
う
の
で
、
難
し

い
も
の
は
上
手

く
扱
え
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す

が
、
先
生
の
手

直
し
で
見
違
え

る
よ
う
に
良
く

な
り
ま
す
。

学
校
祭
で
は

北
高
花
展
を
開

き
、
普
段
よ
り

豪
華
な
お
花
で

の
び
の
び
と
自

分
の
作
品
を
生

け
、
さ
ら
に
全
員
で
セ
ン
タ
ー
ピ
ー
ス
を
つ
く
り

あ
げ
ま
す
。
普
段
は
で
き
な
い
よ
う
な
体
験
な
の

で
、部
員
一
同
毎
年
心
待
ち
に
し
て
い
る
行
事
で
す
。

秋
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
花
展
に
出
品
し
、
生

け
た
作
品
は
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
ウ
ェ
ブ
上
に
公

開
さ
れ
、
審
査
を
受
け
て
い
ま
す
。
全
国
か
ら
作

品
が
集
ま
る
の
で
と
て
も
刺
激
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
は
初
の
試
み
と
し
て
花
フ
ェ
ス
タ

に
も
出
場
し
ま
す
。
3
年
生
4
名
の
チ
ー
ム
で
大

雪
ア
リ
ー
ナ
に
て
華
道
の
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
他
の
学
校
と
交
流

す
る
機
会
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ

れ
が
視
野
を
広
げ
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
華
道
部
も
、
歴
史
あ
る
伝
統
を
受

け
継
ぐ
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
よ
り
よ
い
活
動

の
た
め
に
進
ん
で
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き

た
い
で
す
。
華
道
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

日
本
の
四
季
や
心
の
豊
か
さ
を
後
輩
に
も
伝
え
て

い
け
る
よ
う
に
稽
古
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

●
茶
道
部

令
和
元
年
度
、
一
年
生
の
入
部
は
女
子
四
名
で
、

二
年
生
十
名
、
三
年
生
九
名
、
計
二
十
三
名
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
、
残
念
な
こ
と
に
男

子
の
入
部
が
あ
り
ま
せ
ん
。
男
子
に
も
積
極
的
に

入
部
を
勧
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
活
動
状
況

は
、
月
曜
日
は
技
芸
講
師
の
立
岩
先
生
の
ご
指
導

の
も
と
稽
古
に
励
み
、
木
曜
日
は
自
主
練
習
で
、

三
年
生
が
中
心
と
な
り
基
本
練
習
の
席
入
や
帛
紗

さ
ば
き
等
の
割
稽
古
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

積
極
的
に
校
外
の
お
茶
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
五
月
の
同
門
会
の
春
の
お
茶
会
、
六
月

は
井
上
靖
記
念
館
で
催
さ
れ
る
「
赤
い
実
の
洋
燈

茶
会
」、
十
月
は
秋
の
お
茶
会
な
ど
に
参
加
す
る

予
定
で
す
。

七
月
の
学
校
祭
は
、
日
頃
の
活
動
成
果
を
披
露

で
き
る
唯
一
の
場
で
す
。
よ
り
上
達
し
た
お
点
前

を
披
露
す
る
た
め
に
昨
年
秋
か
ら
取
り
組
み
、
各

々
が
時
間
を
み
つ
け
て
は
お
点
前
の
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
歴
史
あ
る
北
高
茶
道
部
の
伝
統

を
受
け
継
い
で
、
茶
道
を
通
し
て
礼
儀
作
法
や
人

を
心
か
ら
も
て
な
す
精
神
を
学
び
、
心
豊
か
な
人

間
に
な
れ
る
よ
う
稽
古
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部

現
在
私
た
ち
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
は
3
年
生
7

人
、
2
年
生
15
人
、
1
年
12
人
の
合
計
34
人
で
旭

川
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
ご
支
援
の
も
と
、
様

々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
は
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

と
ア
ク
シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
国
際

的
な
視
点
に
立
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し

て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
人
数
が
多
い
で
す
が
、
一
人
一
人
が
自
分

の
役
割
を
見
つ
け
た
時
に
は
意
見
を
出
し
合
い
よ

り
良
い
活
動
に
な
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

①
美
化
活
動

・
旭
川
冬
ま
つ
り
会
場
跡
地
の
清
掃
活
動

・
春
季･

秋
季
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
禁
止
運
動
へ

の
参
加

・
校
舎
内
の
清
掃

・
学
校
敷
地
内
お
よ
び
周
辺
の
ご
み
拾
い

②
募
金
活
動

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
・
リ
ン
グ
プ
ル
の

回
収

・
赤
い
羽
根
共
同
募
金
活
動
の
実
施
な
ら
び
に

赤
い
羽
根
共
同
募
金
活
動
へ
の
参
加

・
あ
し
な
が
学
生
街
頭
募
金
活
動
へ
の
参
加

・
Ｆ
Ｎ
Ｓ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
活
動
実
施

・
24
時
間
テ
レ
ビ
募
金
活
動
（
イ
オ
ン
旭
川
西

店
）

③
地
域
と
の
関
わ
り

・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
記
録
大
会

・
旭
川
市
障
害
者
週
間
記
念
事
業
参
加

・
あ
っ
た
か
い
ね
あ
さ
ひ
か
わ

・
旭
川
冬
ま
つ
り
会
場
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
学
習
支
援
教
室
（
市
内
小
学
校
）

・
春
光
住
民
児
童
セ
ン
タ
ー

・
雪
だ
る
ま
で
お
出
迎
え
（
旭
川
駅
前
）

④
大
会
参
加

・
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
2
5
0
0
地
区
イ
ン
タ

ー
ア
ク
ト
地
区
大
会

・
高
文
連
上
川
支
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
大
会

・
高
文
連
全
道
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
大
会

●
文
芸
部

1
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
、
今
年
度
は
男
子

2
名
女
子
3
名
の
新
入
部
員
を
迎
え
、
3
年
男
子

1
名
女
子
1
名
、
2
年
男
子
1
名
女
子
3
名
の
合

計
11
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

前
年
度
よ
り
も
さ
ら
に
人
数
が
増
加
し
、
部
室

が
一
段
と
賑
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
年
度

末
に
は
小
説
に
関
す
る
交
流
会
に
も
参
加
し
、
各

人
の
レ
ベ
ル
は
着
実
に
向
上
し
て
い
る
も
の
と
自

負
し
て
お
り
ま
す
。
部
誌
「
玉
響
」
は
毎
年
高
文

連
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
高
い
評
価
を
頂
い
て
お

り
ま
す
が
、
質
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
も
に
さ
ら
に
上
を

目
指
し
先
輩
た
ち
か
ら
受
け
継
い
だ
熱
い
思
い
を
、

作
品
に
い
か
し
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

昨
年
度
は
上
川
支
部
文
芸
大
会
が
8
月
下
旬
に

開
催
さ
れ
、
全
部
員
が
活
躍
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

10
月
初
旬
に
旭
川
で
開
催
さ
れ
た
全
道
大
会
で
も

全
部
員
が
大
健
闘
し
、
部
誌
部
門
で
は
金
賞
と
い

う
栄
誉
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
「
書
く
」
こ
と
へ
の
情
熱
や
編
集
へ

の
こ
だ
わ
り
を
念
頭
に
、
卒
業
生
に
続
く
べ
く
部

員
一
同
、
互
い
に
高
め
合
い
な
が
ら
、
自
分
た
ち

の
最
善
を
尽
く
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
そ
し
て
、
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そ
れ
ら
を
統
合
さ
せ
た
今
で
き
る
最
良
の
部
誌
を

作
り
上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

●
理
科
実
験
研
究
部

私
た
ち
理
科
実
験
研
究
部
は
3
年
生
が
7
人
、

2
年
生
が
5
人
、
1
年
生
が
5
人
の
計
17
人
で
日

々
部
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
人
数
は
こ
こ
数
年
増

加
の
傾
向
に
あ
り
、
個
性
あ
ふ
れ
る
メ
ン
バ
ー
で

仲
良
く
全
員
真
摯
に
部
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
の
普
段
の
活
動
は
、
分
け
る
と
す
る
と

主
に
3
つ
で
す
。
1
つ
目
は
、
先
生
が
用
意
し
て

く
れ
た
実
験
や
、
自
分
た
ち
で
「
や
り
た
い
」
と

思
っ
た
実
験
を
す
る
こ
と
で
す
。
た
だ
結
果
を
見

て
終
わ
り
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、「
な
ぜ
こ
の

よ
う
に
反
応
す
る
の
か
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に

な
る
の
か
」
を
皆
で
考
え
、
話
し
合
い
先
生
に
も

質
問
し
な
が
ら
「
科
学
」
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
へ
の

理
解
に
努
め
て
い
ま
す
。
2
つ
目
は
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
で
す
。
例
年
通
り
旭
川
市
科
学
館
で
実
験

を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
人
に
わ
か
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
実
験
方
法
や
説
明
に
工
夫
を
加
え
て
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

ま
し
た
。
3
つ
目
は
高
文
連
へ
向
け
て
の
活
動
で

す
。
前
年
度
か
ら
化
学
だ
け
で
な
く
生
物
の
研
究

も
始
め
て
お
り
、
学
校
祭
が
終
わ
っ
て
か
ら
は
よ

り
熱
心
に
研
究
し
、
論
文
を
作
成
し
大
会
で
発
表

し
ま
す
。
昨
年
度
は
あ
ま
り
時
間
も
な
く
ポ
ス
タ

ー
部
門
で
の
発
表
と
な
り
、
賞
も
一
班
の
み
で
し

た
が
今
年
度
は
よ
り
早
い
段
階
か
ら
研
究
活
動
を

始
め
て
い
る
の
で
、
先
生
や
先
輩
方
の
協
力
を
仰

ぎ
つ
つ
尽
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

3
年
生
は
引
退
す
る
ま
で
多
く
の
時
間
が
な
い

の
で
後
輩
た
ち
に
な
に
か
大
き
な
も
の
を
残
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
引
退
し
た
あ
と

に
は
、
ま
た
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
理
研
部
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
そ
の
と
き
に
少
し
で
も
私
た
ち
が

先
輩
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
言
葉
で
は
表
せ
な
い

ほ
ど
の
も
の
を
、
少
し
で
も
感
じ
取
り
、
ま
た
更

新
し
て
そ
の
先
へ
と
受
け
継
が
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

●
Ｅ
Ｓ
Ｓ

今
年
度
、
創
部
2
年
目
を
迎
え
た
Ｅ
Ｓ
Ｓ
は
顧

問
の
先
生
3
人
、
3
年
生
4
人
、
2
年
生
8
人
、

1
年
生
7
人
で
週
に
2
回
、
海
外
の
文
化
を
学
ぶ

た
め
の
パ
ー
テ
ィ
ー
や
各
種
大
会
参
加
へ
向
け
た

準
備
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
ク

リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
メ
キ
シ
コ
が
発
祥
の

ピ
ニ
ャ
ー
タ
を
作
っ
て
海
外
の
文
化
を
実
際
に
体

験
し
ま
し
た
。
3
月
に
は
イ
ー
ス
タ
ー
パ
ー
テ
ィ

ー
を
と
お
し
て
、
海
外
の
お
祭
り
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
各
種
大
会
へ
の
積

極
的
な
参
加
を
通
じ
て
貴
重
な
経
験
を
し
て
い
ま

す
。昨

年
の
11
月
に
札
幌
市
で
行
わ
れ
た
全
道
高
校

生
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
で
は
、「
日
本
国
は
、
本
人

の
意
思
に
よ
る
積
極
的
安
楽
死
を
合
法
化
す
る
べ

き
で
あ
る
。
是
か
非
か
。」
と
い
う
論
題
で
デ
ィ

ベ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
明
確
に
賛
成
・
反
対
を

つ
け
る
こ
と
が
難
し
い
テ
ー
マ
で
し
た
。
日
本
で

は
日
常
あ
ま
り
関
わ
る
こ
と
の
な
い
「
死
」
と
い

う
こ
と
を
議
論
す
る
た
め
に
、
他
国
の
状
況
を
リ

サ
ー
チ
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
視
野
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
5
月
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。「
当
該
学
校
が
所
在
す

る
市
町
村
に
よ
り
多
く
の
外
国
人
観
光
客
を
誘
致

す
る
施
策
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
地
域
の
観

光
に
関
す
る
現
状
や
そ
こ
か
ら
窺
え
る
課
題
を
探

し
、
課
題
解
決
に
向
け
た
取
材
を
と
お
し
て
普
段

の
生
活
で
は
関
わ
れ
な
い
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
地

域
の
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
大
会

や
そ
の
ほ
か
の
活
動
を
全
力
で
楽
し
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
平
成
30
年
度
大
会
結
果
】

第
19
回　

全
道
高
等
学
校　

英
語
弁
論
大
会

デ
ィ
ベ
ー
ト
の
部

　

Ａ
チ
ー
ム

　
　

4
試
合
中
2
勝
1
敗
1
引
き
分
け

　
　
　

全
22
チ
ー
ム
中
9
位

　

Ｂ
チ
ー
ム

　
　

4
試
合
中
2
勝
2
敗

　
　

全
22
チ
ー
ム
中
12
位

【
令
和
元
年
度
大
会
結
果
】

　

第
7
回　

全
道
高
等
学
校

　

英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　
　

Ａ
チ
ー
ム

　
　
　

予
選
Ｃ
リ
ー
グ
16
チ
ー
ム
中
6
位

　
　

Ｂ
チ
ー
ム

　
　
　

予
選
Ｂ
リ
ー
グ
16
チ
ー
ム
中
5
位

●
放
送
局

私
た
ち
放
送
局
は
1
年
生
10
人
、
2
年
生
5
人
、

3
年
生
3
人
の
18
人
と
顧
問
の
佐
々
木
寿
雄
先
生
、

副
顧
問
の
鈴
木
証
先
生
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

放
送
局
は
毎
日
の
生
徒
の
呼
び
出
し
放
送
、
北

高
祭
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
行
事
の
音
響
、
撮
影
、

ビ
デ
オ
編
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
北
高
祭
で
は
準

備
期
間
か
ら
本
祭
当
日
ま
で
仕
事
が
多
く
大
変
で

す
が
、
そ
の
分
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
校
内
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
年
に
2
回
あ
る

大
会
や
、
ま
ち
な
か
学
生
映
画
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
上
川
地
区

大
会
で
は
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
5
位
、
朗
読
部
門

4
位
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
部
門
4
位
、
ラ
ジ
オ
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
部
門
5
位
で
全
道
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
は
去
年
に
引
き

続
き
、
自
転
車
啓
発
街
頭
放
送
も
制
作
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
局
員
全
員
で
努
力
し
、
さ
ら
に
活
躍
で

き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

●
生
徒
会
執
行
部

旭
川
北
高
校
の
生
徒
会
執
行
部
は
現
在
、
3
年

生
8
名
、
2
年
生
16
名
、
1
年
生
7
名
の
計
31
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
北
高
の
生
徒
会
の
主
な
仕

事
は
、
新
入
生
歓
迎
会
、
北
高
祭
、
体
育
大
会
、

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
行
事
の
企
画
・
運

営
で
す
。
な
か
で
も
、
北
高
祭
は
最
も
大
き
な
行

事
で
、
執
行
部
内
で
9
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
か

れ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
別
々
の
仕
事
を
担
当
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
行
事
の
運
営
で
私
た
ち
執
行
部
員

が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
「
連
携
」
と
「
反
省
」

で
す
。
特
に
大
き
な
行
事
の
運
営
と
な
る
と
セ
ク

シ
ョ
ン
間
で
の
連
携
を
つ
い
つ
い
怠
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
報
告
・
連
絡
・
相
談
を
し
っ

か
り
と
し
、
大
き
な
ミ
ス
が
発
生
す
る
前
に
修
正

す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
事
が

終
わ
っ
た
後
に
必
ず
反
省
会
を
行
う
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

北
高
の
生
徒
会
執
行
部
は
人
数
が
多
い
た
め
、

そ
れ
を
い
か
し
、
様
々
な
視
点
か
ら
改
善
点
や
解

決
策
を
挙
げ
て
次
に
繋
げ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に
問
題
が
解
決
さ
れ

て
い
き
、
新
た
な
試
み
も
行
い
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。

私
た
ち
執
行
部
は
こ
れ
か
ら
も
行
事
の
企
画
・

運
営
を
中
心
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す

が
、
そ
の
た
め
に
は
全
校
生
徒
や
先
生
方
、
地
域

の
方
々
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今
後
も
そ
れ

ら
に
感
謝
し
な
が
ら
全
力
で
活
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
も
お
時
間
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
是
非
、
私
た
ち
の
活
動
を
見
に
来
て
く
だ

さ
い
。
北
高
生
一
同
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
旭
川
北

高
校
生
徒
会
執
行
部
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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役　職　名 氏　　名 卒業期
顧   問 山形　積治 北 8
顧   問 西館　勝友 北13
顧   問 八重樫和裕 北18
顧   問 川島　崇則 北18 
会   長 尾崎　信彦 北25     
副会長 潮　日出夫 北25
副会長 吉村　千鳥 北25
副会長 山本　淳一 北28
副会長 山川　国士 北31
副会長 酒井　保則 北41
副会長 近藤　博之 北43
会計監査 市山　力三 北17
会計監査 庄司　和晴 北18
総務部長 田中　　充 北25
総務副部長 菅原　　徹 北32
総務副部長 小枝　万美 北32
総務副部長 城　　裕一 北25
総務副部長 水口　貴浩 北39

役　職　名 氏　　名 卒業期
会計部長 富田　公裕 北25
会計副部長 園田　和宏 北33
文化部長 木村　公俊 北25    
文化副部長 山中いつ子 北19     
文化副部長 鈴木　弥生 北25
文化副部長 平間　明鑑 北26     
文化副部長 小菅千賀子 北29
文化副部長 赤松　浩恵 北30
校内担当 油屋　　正 北29
校内担当 本田　晴樹 北32
札幌会会長 山川　広行 北25
札幌会副会長 加門　　清 北25
札幌会事務局 松原　幹昌 北31
会計監査 赤坂　誠司 北33
東京会・顧問 山口　哲男 北18   
東京会会長 柿林　博司 北22
東京会副会長 鈴木　隆文 北25
岩手会会長 牛崎　鐐二 北 6

同窓会役員名簿 旭
川
北
高
　

　
同
窓
会
役
員
・
幹
事
名
簿

卒業年度 期 氏名
昭32定卒 1 山崎　安光
昭33定卒 2 小泉　　貢
昭34定卒 3
昭35定卒 4 谷口　省一
昭36定卒 5 小林　成吏
昭37定卒 6 金山　紘一
昭38定卒 7 森下　義治
昭39定卒 8 窪田　冠治
昭40定卒 9 小野寺　勤
昭41定卒 10 小林　輝雄
昭42定卒 11 千葉青次郎
昭43定卒 12 田村　　篤
昭44定卒 13 神藤　茂春
昭45定卒 14 大屋　秀行
昭46定卒 15 深谷富美雄
昭47定卒 16 奥山　寿雄
昭48定卒 17 錦川　敏文
昭49定卒 18 堀井　敏明
昭50定卒 19 千村　敦雄
昭51定卒 20
昭52定卒 21 小柳　智弘
昭53定卒 22 菅野　敏彦
昭54定卒 23 泉　　　誠
昭55定卒 24 柴田　　仁
昭56定卒 25 川方　和人
昭57定卒 26 中原　泰司
昭58定卒 27 山中　敏行

卒業年度 期 氏名
昭59定卒 28 日塔　浩之
昭60定卒 29 太田　房枝
昭61定卒 30 入野　直美
昭62定卒 31 上林山健次
昭63定卒 32 篠原　　誠
平 1 定卒 33 窪田　竜三
平 2 定卒 34 新見　　稔
平 3 定卒 35 西尾　　悟
平 4 定卒 36 浅井　智希
平 5 定卒 37 大橋　恵子
平 6 定卒 38 早川　立人
平 7 定卒 39 細田　勝巳
平 8 定卒 40 遠藤　智康
平 9 定卒 41 菅原臣一郎
平10定卒 42 岡本　香織
平11定卒 43 渡辺加代子
平12定卒 44 日野　洋一
平13定卒 45 島崎　匡世
平14定卒 46 福島　　達

多田　妙子
平15定卒 47 白田　由佳

船田　美咲
平16定卒 48 眞田　功嗣

白井　道恵
平17定卒 49 渡部　勇太

田中　裕梨
平18定卒 50 齊藤　尚也

卒業年度 期 氏名
平18定卒 50 越山　宏恵
平19定卒 51 小松　　純

笠間まどか
平20定卒 52 大槻　法仁

石神　明希
平21定卒 53 澤田　涼子

釜澤　佑紀
平22定卒 54 阿部　貴大

三浦　淑美
平23定卒 55 白河　卓也

村岡　愛恵
平24定卒 56 船越　信幸

大野　春花
平25定卒 57 衛籐　顕太

辻　江梨花
平26定卒 58 佐藤　健児

及川　紗希
平27定卒 59 川田　雄也

千葉　智生
平28定卒 60 千葉藤吉郎

今野　玲奈
平29定卒 61 今野　修人

髙瀨　弘里
平30定卒 62 菅原　悠介

木元　実結
平31定卒 63 船越　裕晃

鳴海　　楓

各期幹事長名簿 【定時制課程】

同窓会役員及び幹事 そう、これが北高。
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幹事の皆様大変ご苦労様です
◎各期幹事に異動がありましたら，同窓会事務局までご連絡ください。

【自　宅】〒070-0876　旭川市春光６条２丁目４－２　田　中　　充
TEL(0166)55-0931　携帯電話 090-7650-8061

【勤務先】旭川市立忠和中学校　　　TEL(0166)61-5300

卒業年度 期 役職名 氏名
昭21卒 市中1
昭22卒 市中2 幹事長 吾妻　　充

副幹事長 西村　　廣
副幹事長 畠山　昇子

昭23卒 市中3 幹事長 谷口　　孝
昭24卒 市中4 幹事長 間　　仁一

市高1 副幹事長 石崎　一夫
幹事 北原　高男

昭25卒 市高2 幹事長 工藤　博視
昭26卒 1 幹事長 寺林　靖夫
昭27卒 2 幹事長 林　　徹男
昭28卒 3 幹事長 小川　幹雄

副幹事長 五十嵐　正
昭29卒 4 幹事長 干場　武司
昭30卒 5 幹事長 波岸　順子
昭31卒 6 幹事長 阿部　信行

副幹事長 九軒　勝志
昭32卒 7 幹事長 瀬川　哲男
昭33卒 8 幹事長 黒須　昌子
昭34卒 9 幹事長 鈴木　紀明
昭35卒 10 幹事長 中村　秀雄

副幹事長 中辻　　透
昭36卒 11 幹事長 谷中　則親
昭37卒 12 幹事長 平賀　久靖

副幹事長 細谷美代子
昭38卒 13 幹事長 石田　邦光
昭39卒 14 幹事長 城　　章一
昭40卒 15 幹事長 横山　直史
昭41卒 16 幹事長 廣田　秀美

副幹事長 斉藤佐智枝
昭42卒 17 幹事長 加藤　　修

副幹事長 大川　孝一

卒業年度 期 役職名 氏名
副幹事長 石田由美子

昭43卒 18 幹事長 庄司　和晴
副幹事長 池田　定博

昭44卒 19 幹事長 植村　俊幸
副幹事長 鳴海　範子

昭45卒 20 幹事長 林　　仁彦
昭46卒 21 幹事長 石田　  悟
昭47卒 22 幹事長 菊地　一孝
昭48卒 23 幹事長 青山　隆之
昭49卒 24 幹事長 小泉　英一
昭50卒 25 幹事長 山内　一頼
昭51卒 26 幹事長 煙山　泰也
昭52卒 27 幹事長 野村　　寛
昭53卒 28 幹事長 持丸　昭郎
昭54卒 29 幹事長 今宮　克明
昭55卒 30 幹事長 原田　一志
昭56卒 31 幹事長 西分　健二
昭57卒 32 幹事長 澤田　俊哉
昭58卒 33 幹事長 久保　友孝
昭59卒 34 幹事長 飛弾野文彦
昭60卒 35 幹事長 児玉　賢一
昭61卒 36 幹事長 江渕　賢一
昭62卒 37 幹事長 高田　和憲
昭63卒 38 幹事長 武田　　要
平 1 卒 39 幹事長 大柳　智裕
平 2 卒 40 幹事長 富樫　明樹
平 3 卒 41 幹事長 村田　朋輝
平 4 卒 42 幹事長 細山　　崇
平 5 卒 43 幹事長 佐藤　誉博
平 6 卒 44 幹事長 今村　速人
平 7 卒 45 幹事長 武田　奈央
平 8 卒 46 幹事長 上北　泰志

卒業年度 期 役職名 氏名
平 9 卒 47 幹事長 長町　康隆
平10卒 48 幹事長 松井　智弘
平11卒 49 幹事長 池田　謙治
平12卒 50 幹事長 阿部　好幸
平13卒 51 幹事長 宇井　辰徳
平14卒 52 幹事長 大友　健司
平15卒 53 幹事長 野田　仁哉
平16卒 54 幹事長 楠美　拓也
平17卒 55 幹事長 北川　智貴
平18卒 56 幹事長 和賀　裕則
平19卒 57 幹事長 福森　翔太
平20卒 58 幹事長 川西　雄太
平21卒 59 幹事長 泉澤　知宏
平22卒 60 幹事長 和賀　俊太
平23卒 61 幹事長 島田　沙理

副幹事長 佐藤　公耶
平24卒 62 幹事長 丸尾　秀樹

副幹事長 平岡はるな
平25卒 63 幹事長 東崎　千晶

副幹事長 吉澤　圭祐
平26卒 64 幹事長 渡辺　悠介

副幹事長 金子ちひろ
平27卒 65 幹事長 古屋　　龍

副幹事長 下原みのり
平28卒 66 幹事長 吉野竜太郎

副幹事長 田口　春香
平29卒 67 幹事長 白﨑　優太

副幹事長 三井　沙耶
平30卒 68 幹事長 倉橋　高矢

副幹事長 井上　遥葉
平31卒 69 幹事長 中谷　紫温

副幹事長 水野　花菜

各期幹事長名簿 【全日制課程】

第54回 旭川北高等学校同窓会
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第
54
回
旭
川
北
高
等
学
校
同
窓
会
総

会
・
懇
親
会
の
開
催
に
当
た
り
ま
し
て
、

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
会

券
を
ご
購
入
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

広
告
協
賛
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
、
誌
面
上
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
温

か
い
ご
助
言
や
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま

し
た
同
窓
会
本
部
役
員
な
ら
び
に
先
輩

幹
事
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
サ
ブ
幹
事
と
し
て

の
お
手
伝
い
を
終
え
て
か
ら
、
こ
の
当

番
期
を
迎
え
る
ま
で
は
、
同
期
と
の
懐

か
し
い
再
会
を
同
窓
会
の
場
で
繰
り
返

し
て
い
た
だ
け
の
自
分
が
、
今
回
は
そ

の
一
端
を
演
出
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
立

場
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
光
栄
な
気

持
ち
と
不
安
な
想
い
が
交
錯
し
続
け
た

1
年
間
で
し
た
。

昨
年
秋
に
引
き
継
い
だ
膨
大
な
資
料

を
手
に
し
て
、
途
方
に
暮
れ
か
け
た
時

も
あ
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
の
成
功
を

目
指
し
、
高
校
時
代
の
あ
の
頃
み
た
い

に
、
輪
に
な
っ
た
仲
間
と
共
に
歩
み
を

進
め
た
一
連
の
作
業
。
仕
事
や
家
事
の

合
間
を
縫
っ
て
の
準
備
は
、
簡
単
に
は

進
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
す
べ
て
が
良

い
思
い
出
に
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。

お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
っ
た
多
く
の

皆
様
と
、
同
期
の
皆
へ
、
無
事
開
催
に

た
ど
り
着
け
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
い

た
し
ま
す
。

「
43
期
は
、
ど
ん
な
と
き
も
最
高
の

仲
間
。
そ
う
、
こ
れ
が
北
高
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
！
」

S
N
S
の
普
及
に
よ
り
、
同
窓
生
の

近
況
が
簡
単
に
わ
か
る
時
代
と
な
っ
て

お
り
、
友
人
た
ち
が
常
に
身
近
に
い
る

よ
う
な
錯
覚
も
起
こ
し
ま
す
が
、
顔
を

合
わ
せ
て
会
話
を
弾
ま
せ
る
こ
と
が
、

大
切
な
繋
が
り
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

新
元
号
「
令
和
」
に
な
っ
て
最
初
の

北
高
同
窓
会
が
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た

皆
様
の
記
憶
に
長
く
残
る
会
と
な
れ
ば

幸
い
で
す
。
旭
川
北
高
な
ら
び
に
旭
川

北
高
校
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
当
番
期
代
表
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

早
い
も
の
で
北
高
を
卒
業
し
て
か
ら

25
年
。
噂
に
は
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

私
た
ち
の
代
に
も
い
よ
い
よ
同
窓
会
幹

事
期
が
廻
っ
て
き
ま
し
た
。

つ
い
先
日
、
5
月
に
行
わ
れ
た
今
期

当
番
期
の
み
な
さ
ん
が
主
催
さ
れ
た
今

年
度
同
窓
会
の
事
前
報
告
会
に
次
期
当

番
期
と
し
て
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
期
当
番
期
の
み
な
さ
ん
か
ら
、

今
後
の
流
れ
や
準
備
の
進
め
方
等
に
つ

い
て
ご
指
導
頂
き
、
改
め
て
第
55
回
同

窓
会
の
成
功
に
向
け
、
で
き
る
限
り
の

こ
と
を
や
っ
て
い
く
決
意
を
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
同
期
の
仲
間
を
集
め
、
役

割
分
担
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

私
た
ち
の
役
目
は
本
当
に
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
。
こ
の
度
同
席
し
た
友
人
は

も
と
よ
り
、
こ
れ
か
ら
同
窓
会
成
功
の

た
め
に
力
を
貸
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う

仲
間
た
ち
と
と
も
に
、
結
束
を
固
め
、

意
志
疎
通
を
高
め
た
上
で
次
年
度
の
同

窓
会
を
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
が
毎
年
仲
間
内
で
行
っ
て
い
る

新
年
同
窓
会
に
出
席
し
て
く
れ
て
い
る

友
人
も
数
名
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
も
活
用
し
、
多
く
の
仲
間

た
ち
を
集
め
、
皆
で
協
力
し
参
加
さ
れ

る
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

会
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
実
際
の
準
備
に
は
こ
れ
か
ら
取

り
掛
か
る
状
態
で
、
完
全
に
手
探
り
で

の
ス
タ
ー
ト
で
は
あ
り
ま
す
が
、
諸
先

輩
方
が
築
か
れ
た
歴
史
に
一
後
輩
と
し

て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
誇
り

に
思
い
、
か
つ
諸
先
輩
方
の
こ
れ
ま
で

の
足
跡
を
汚
さ
ぬ
よ
う
責
任
を
持
っ
て

し
っ
か
り
と
務
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
の
同
窓
会
が
素
晴
ら
し
い
再
会
の

場
、
そ
し
て
新
た
な
出
会
い
の
場
と
も

な
る
よ
う
実
行
委
員
と
し
て
の
責
務
を

全
う
し
、
次
々
年
度
当
番
期
の
方
々
に

も
自
信
を
持
っ
て
バ
ト
ン
を
渡
せ
る
よ

う
成
功
さ
せ
る
所
存
で
す
の
で
、
諸
先

輩
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
今
後
と
も
、

何
卒
ご
指
導
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
旭
川
北
高
同

窓
会
並
び
に
母
校
の
今
後
の
更
な
る
発

展
、
旭
川
北
高
同
窓
生
、
在
校
生
の
益

々
の
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

次
期
当
番
期
を
代
表
し
て
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
54
回
　
同
窓
会
実
行
委
員
長
　 

　
　
　
　
　
　

北
高
43
期
　
佐
藤
　
誉
博
　

第
55
回
　
同
窓
会
実
行
委
員
長
　 

　
　
　
　
　
　

北
高
44
期
　
今
村
　
速
人
　

当 番 期

次期当番期

実行委員長・次期当番期あいさつ そう、これが北高。



第 54回
旭川北高同窓会総会

そう、これが北高。
輪になろう あの頃みたいに
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第54回
旭川北高等学校
同窓会総会
�
◇総会次第
 1. 開 会 の こ と ば
 2. 校 歌 斉 唱
 3. 来 賓 紹 介
 4. 同 窓 会 会 長 挨 拶
 5. 来 賓 挨 拶
 6. 議 長 団 選 出
 7. 議 事
（ 1 ） 会 務 報 告
（ 2 ） 会 計 報 告
（ 3 ） 会 計 監 査 報 告
（ 4 ） 役 員 改 選
（ 5 ） 新 旧 役 員 挨 拶
（ 6 ） 次期当番期紹介
（ 7 ） そ の 他

 8. 議 長 団 退 任
 9. 招待期への記念品贈呈
10. 閉 会 の こ と ば

◇懇親会次第
 1. 開 会 の こ と ば
 2. 実 行 委 員 長 挨 拶
 3. 開 演
（ 1 ） 応 援 歌 斉 唱
（ 2 ） 乾 杯
（ 3 ） アトラクション

 4. 次期当番期代表挨拶
 5. 結び（北高万歳三唱）




